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【
要
約
】
　
石
器
の
形
態
が
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
と
い
う
検
討
が
な
け
れ
ば
、
石
器
型
式
学
は
成
立
し
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
立
場
は
技
術
形
態
学
で
あ

る
。
石
器
を
作
る
技
術
の
差
が
石
器
の
形
態
に
反
映
し
て
い
る
場
合
、
石
器
を
分
類
す
る
基
準
と
な
る
。

　
日
本
の
石
器
研
究
用
語
は
混
乱
に
満
ち
て
い
る
。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
『
剥
片
も
し
く
は
石
刃
（
晴
に
細
石
刃
）
の
端
部
に
規
則
的
な
連
続
細
部
調
整

で
丸
味
を
帯
び
た
郡
部
が
作
り
出
さ
れ
た
石
器
』
を
掻
器
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
掻
器
製
作
過
程
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
剥
片
剥
離
法
、
刃
部
の
作

　
　
　
　
　
　
　
お
り
と

り
方
、
細
部
調
整
、
折
断
り
を
細
か
く
定
義
し
、
観
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
刃
部
を
作
り
出
す
細
部
調
整
の
属
性
に
注
目
し
て
五
型
式
の
掻
器
分

類
（
二
亜
型
式
を
含
む
）
を
提
唱
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
五
九
巻
五
号
　
一
九
七
六
年
九
月

は
　
じ
　
め
　
に

掻器研究法（山中）

　
掻
器
、
削
器
、
石
匙
と
呼
ば
れ
る
石
器
の
研
究
法
は
ま
と
め
る
べ
き
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
掻
器
は
後
期
旧
石
器
時
代
に
多
く
、
削
器
は
前
・
中
期
旧
石
器
時
代
に
多
い
。
層
位
学
的
型
式
学
を
適
用
し
て
石
器
文
化

を
区
別
す
る
た
め
に
は
、
実
際
そ
の
各
々
の
時
代
に
応
じ
て
、
前
者
で
は
掻
器
の
型
式
の
組
み
合
わ
せ
、
後
者
は
削
器
の
組
み
合
わ
せ
の
部
分

が
大
き
な
要
素
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
切
o
a
o
ω
日
⑩
①
封
ω
o
暮
。
〈
ヨ
①
自
○
巳
①
ω
簿
娼
Φ
匿
。
叶
お
課
い
μ
⑩
ま
）
。

　
し
か
し
、
日
本
の
先
土
器
時
代
研
究
の
現
状
で
は
そ
う
い
う
こ
と
も
考
え
難
い
。
さ
ら
に
は
、
掻
器
、
菩
薩
、
石
匙
は
各
々
そ
の
形
態
的
な

差
が
明
瞭
で
あ
る
こ
と
、
異
っ
た
研
究
史
を
各
々
持
つ
こ
と
、
そ
し
て
六
器
の
使
用
法
の
問
題
（
H
、
⑦
鴇
○
一
一
∩
｝
O
信
吋
一
ρ
勲
コ
　
同
⑩
M
O
）
と
い
っ
た
理
由
も
あ

り
、
小
稿
で
は
掻
器
の
み
を
対
象
と
す
る
に
と
ど
め
た
い
。
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な
お
、
体
系
と
し
て
の
石
器
型
式
学
の
石
器
研
究
法
を
わ
れ
わ
れ
は
一
九
七
五
年
以
来
発
表
し
つ
つ
あ
る
が
（
山
中
　
一
九
七
五
年
）
、
小
稿
は

そ
の
第
二
稿
で
あ
る
。
石
器
の
記
述
に
関
し
て
は
、
素
材
剥
離
の
打
点
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
部
分
（
基
端
部
）
が
、
観
察
者
側
（
下
側
）
、
そ

し
て
主
要
剥
離
面
を
裏
面
と
い
う
具
合
に
石
器
を
置
い
た
も
の
と
し
て
統
一
し
て
い
る
。
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1
　
掻
器
の
定
義

　
杉
原
荘
介
は
一
九
五
六
年
術
語
対
照
表
を
発
表
し
、
日
本
語
の
石
器
用
語
と
そ
の
定
義
を
提
唱
す
る
と
共
に
、
訳
語
対
応
を
明
ら
か
に
し
た

（
杉
原
　
｝
九
五
六
年
、
一
九
七
四
年
再
録
、
六
一
一
一
〇
六
頁
、
特
に
一
〇
五
一
一
〇
六
頁
参
照
）
。

　
　
「
削
器
ω
置
甲
ω
o
餐
℃
賃
（
図
8
ざ
ε

　
　
　
横
雲
形
石
器
、
器
形
に
変
化
が
大
き
い
が
、
大
体
側
部
に
細
部
加
工
の
あ
る
も
の
を
い
い
、
掻
器
と
い
う
よ
り
裁
断
具
と
す
べ
き
で
あ

　
　
ろ
う
。

　
　
　
掻
器
国
昌
倉
ω
o
類
唱
霞
（
（
｝
巴
P
け
叶
O
一
目
）

　
　
　
先
刃
形
石
器
、
器
の
先
端
に
細
部
加
工
を
ほ
ど
こ
す
が
、
そ
の
部
分
が
か
な
り
部
厚
で
あ
る
こ
と
が
本
格
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が

　
　
掻
器
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
」

　
そ
れ
に
続
い
て
三
つ
の
器
種
の
訳
語
対
応
と
説
明
が
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
量
器
笹
掻
青
図
巳
－
。
。
臼
竜
曾
8
巨
蝕
①
、
栂
鞍
状
掻
器
同
貯
ヨ
げ
ω
。
嶺
℃
理
、
船
底
状
掻
総
記
Φ
①
δ
“
8
舜
娼
曾
（
∩
甲
同
伊
瞬
け
◎
一
目
　
O
ρ
同
O
P
ひ
）
。

　
船
底
状
掻
器
の
説
明
と
し
て
は
、
　
「
船
底
形
石
器
、
船
底
形
を
し
た
非
常
に
謹
厚
な
一
種
の
ス
ク
レ
パ
…
。
先
端
に
竪
縞
剥
離
の
加
工
が
施

さ
れ
て
い
る
も
の
が
本
格
的
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
紺
し
芹
沢
長
介
は
一
九
五
七
年
「
ス
ク
レ
イ
パ
ー
」
と
い
う
用
語
を
用
い
る
こ
と
を
提
唱
し
た
（
芹
沢
　
一
九
五
七
年
　
五
一
－
五
二

頁
）
。
エ
ン
ド
・
ス
ク
レ
イ
パ
ー
（
窪
争
ω
。
蚕
℃
銭
）
、
サ
イ
ド
・
ス
ク
レ
イ
パ
ー
（
。
・
置
霧
。
峯
℃
曾
）
、
コ
ァ
・
ス
ク
レ
イ
パ
ー
（
8
お
あ
。
毒
℃
9
）
、
ノ
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ー
ズ
・
ス
ク
レ
イ
パ
ー
（
］
P
O
Q
謄
O
o
◎
O
巴
螢
℃
O
目
）
、
キ
ー
ル
ド
・
ス
ク
レ
イ
パ
ー
（
ぎ
鉱
。
鳥
ω
。
箪
七
堂
）
、
　
ノ
ッ
チ
ド
・
ス
ク
レ
イ
パ
ー
（
旨
。
ぎ
冨
α
ω
自
㌣

喝
段
）
、
ラ
ウ
ン
ド
・
ス
ク
レ
イ
パ
ー
（
H
o
巨
伽
ω
。
鎚
℃
2
）
、
　
サ
ム
・
ス
ク
レ
イ
パ
…
（
跨
自
目
げ
。
・
。
日
共
母
）
な
ど
の
種
類
が
あ
り
、
　
刃
部
は
片
面

か
ら
急
角
度
に
つ
け
ら
れ
、
も
の
を
削
り
、
あ
る
い
は
掻
く
た
め
の
道
具
と
考
え
ら
れ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
、
サ
イ
ボ
・
ス
ク
レ

イ
パ
ー
、
エ
ン
ド
・
ス
ク
レ
イ
パ
ー
、
コ
ア
・
ス
ク
レ
イ
パ
ー
、
キ
ー
ル
ド
・
ス
ク
レ
イ
パ
ー
に
は
詳
し
い
説
明
が
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
「
サ
イ
ド
・
ス
ク
レ
イ
パ
ー

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ム
ス
チ
一
期
に
と
く
に
一
般
的
な
石
器
で
、
剥
片
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
。
ム
ス
チ
エ
期
の
サ
イ
ド
・
ス
ク
レ
イ
パ
ー
は
、
そ

の
刃
部
の
平
面
形
が
弧
状
に
ふ
く
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
り
、
刃
を
つ
け
る
た
め
に
は
主
と
し
て
階
段
状
剥
離
（
ω
け
ε
ム
舞
ぎ
σ
q
）
が
行
わ
れ

る
。
用
い
る
剥
片
が
薄
く
、
し
か
も
落
部
の
平
面
形
が
直
線
を
な
し
て
い
る
も
の
は
、
こ
れ
を
カ
ッ
タ
ー
（
O
¢
洋
Φ
目
）
と
し
て
区
別
す
る
。

　
エ
ン
ド
・
ス
ク
レ
イ
パ
ー

　
名
前
の
示
す
よ
う
に
こ
の
石
器
の
刃
は
剥
片
あ
る
い
は
ブ
レ
イ
ド
の
末
端
に
つ
け
ら
れ
る
。
刃
部
は
弧
状
に
張
り
出
し
、
そ
の
断
面
は
し
ば

し
ば
扇
状
あ
る
い
は
龍
骨
状
に
な
る
。
ア
ウ
リ
ニ
ャ
ッ
ク
期
の
中
頃
に
は
、
こ
れ
に
フ
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
が
施
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ブ
レ
イ
ク

あ
る
い
は
ブ
レ
イ
ド
の
両
側
は
、
よ
く
打
欠
き
が
施
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
れ
は
石
器
を
よ
り
丈
夫
に
す
る
た
め
、
あ
る
い
は
着
意
の
さ

い
、
柄
を
傷
つ
け
る
の
を
防
ぐ
た
め
で
あ
ろ
う
。
」

　
杉
原
は
一
九
六
五
年
簡
潔
に
次
の
よ
う
に
訳
語
対
応
を
記
述
し
た
。
「
掻
き
と
っ
た
り
、
訣
り
と
っ
た
り
す
る
た
め
の
掻
器
（
南
巳
－
ω
自
竜
8
、

削
っ
た
り
切
っ
た
り
す
る
た
め
の
量
器
（
ω
己
㊦
あ
。
養
℃
曾
）
。
」
（
杉
原
　
一
九
六
五
年
　
一
四
頁
）
さ
ら
に
同
書
に
は
付
録
と
し
て
「
石
器
研
究
の
た

め
の
用
語
集
」
が
あ
り
、
掻
器
、
削
器
の
定
義
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

「
掻
器
（
国
巳
あ
窪
眉
震
）
　
四
五
度
前
後
以
上
の
厚
い
刃
を
そ
な
え
た
石
器
で
、
掻
き
と
っ
た
り
、
　
荒
削
り
な
ど
に
用
い
た
。
　
円
形
の
も
の

（
驚
。
巨
窄
ω
o
蜀
℃
臼
）
、
男
食
形
の
も
の
（
目
崔
響
び
出
。
罫
℃
角
）
や
舟
底
状
・
鼻
形
の
も
の
（
囚
8
ざ
F
累
。
。
。
9
ω
臼
竜
窪
）
が
あ
る
。

　
削
器
（
ω
こ
①
あ
臼
碧
2
）
　
掻
器
よ
り
う
す
い
鋭
い
刃
の
石
器
。
形
の
一
定
し
な
い
も
の
が
多
い
。
」
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日
本
の
縄
紋
時
代
以
前
の
文
化
の
研
究
に
先
駆
者
的
役
割
を
果
し
て
き
た
こ
の
二
人
は
、
奇
し
く
も
一
九
七
四
年
「
掻
器
、
削
器
（
ス
ク
レ

イ
パ
ー
）
」
に
触
れ
て
そ
の
従
来
の
研
究
を
各
々
ま
と
め
て
い
る
。

　
杉
原
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
杉
原
　
一
九
七
四
年
　
三
〇
頁
）
。

　
「
〔
掻
器
〕
一
般
の
剥
片
か
ら
造
ら
れ
る
と
栂
慧
智
を
と
る
こ
と
が
多
く
、
両
端
に
付
刃
を
す
る
も
の
も
あ
る
。
お
そ
ら
く
柄
が
付
さ
れ
た

で
あ
ろ
う
。
皮
剥
ぎ
の
道
具
と
い
わ
れ
、
捕
獲
し
た
獣
類
の
処
理
に
必
要
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
長
野
県
上
ノ
平
遺
跡
出
土
の
も

の
も
見
事
な
栂
指
状
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。

　
〔
酒
器
〕
　
や
は
り
、
切
戯
具
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
上
ノ
平
遺
跡
出
土
の
ご
と
き
小
形
の
も
の
は
、
側
刃
器
（
Q
D
賦
①
じ
づ
貯
畠
・
）
と
し
て
、

組
み
合
せ
道
具
の
一
部
で
あ
っ
た
疑
い
が
あ
り
、
多
久
遺
跡
出
土
の
ご
と
き
大
形
の
も
の
は
柄
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
」

　
戸
沢
充
則
の
考
え
が
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
「
用
語
集
」
で
の
定
義
を
除
い
て
、
杉
原
の
掻
器
・
削
器
の
説
明
は
、
そ
の
よ
っ
て
い
る

基
準
を
考
え
る
こ
と
が
難
し
い
。
少
く
と
も
量
基
準
的
な
観
点
は
全
く
欠
除
し
て
い
る
。

　
一
方
芹
沢
長
介
は
「
ス
ク
レ
イ
パ
ー
　
も
の
を
削
る
た
め
の
道
具
の
意
で
削
り
具
と
し
て
も
よ
い
。
従
来
は
掻
卵
・
削
器
な
ど
と
い
う
用
語

が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
剥
片
を
素
材
と
し
て
、
一
端
に
く
ち
ば
し
状
の
に
ぶ
い
刃
を
つ
け
た
も
の
。
剥
片
の
縦
軸
の
末
端
に
狭
い
刃
を
つ

け
た
も
の
は
エ
ン
ド
・
ス
ク
レ
イ
パ
ー
、
　
横
軸
の
末
端
に
広
い
刃
の
あ
る
も
の
は
サ
イ
ド
・
ス
ク
レ
イ
パ
ー
と
よ
ば
れ
る
」
と
述
べ
（
芹
沢

一
九
七
四
年
遅
八
○
頁
）
、
従
来
の
英
語
の
用
語
を
音
で
取
る
立
場
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
加
藤
晋
平
ら
に
も
見
ら
れ
る
（
加
藤
他

一
九
六
九
年
）
。

　
さ
ら
に
こ
の
傾
向
は
三
木
義
昌
に
至
っ
て
極
端
化
し
て
い
る
。
単
に
ス
ク
レ
イ
パ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
る
　
（
灌
木
　
一
九
七
五
年
　
四
九
、
五
一

一
五
三
、
五
五
一
五
六
頁
）
。
そ
の
他
に
「
剥
片
を
利
用
し
た
ス
ク
レ
イ
パ
ー
」
（
同
四
七
頁
）
、
　
「
ス
ク
レ
イ
パ
ー
状
の
も
の
」
（
京
田
〇
頁
）
、

「
サ
イ
ド
ス
ク
レ
イ
パ
ー
（
横
形
掻
器
）
」
（
同
　
五
一
頁
）
、
　
「
ナ
イ
フ
ス
ク
レ
イ
パ
ー
」
（
同
　
五
二
頁
）
、
　
「
円
形
の
ス
ク
レ
イ
パ
ー
」
（
同
　
五

三
頁
）
と
い
っ
た
使
い
方
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
掻
器
・
削
器
と
の
対
応
を
、
鎌
木
の
引
用
原
典
に
あ
た
っ
て
調
べ
る
作
業
は
省
略
す
る
が
、
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横
形
掻
器
が
サ
イ
ド
ス
ク
レ
イ
パ
ー
に
な
っ
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。
杉
原
の
訳
語
対
応
と
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
削
器
を
横
形
掻
器
と
呼
ぶ
も
の
は
他
に
も
あ
り
（
例
え
ば
小
野
　
一
九
七
三
年
　
二
六
頁
）
、
そ
の
対
応
関
係
を
鎌
木
は
あ
え
て
自
分

の
用
語
体
系
に
直
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
る
と
馬
木
の
用
語
で
は
「
サ
イ
ド
ス
ク
レ
イ
パ
ー
」
が
存
在
し
、
エ
ン
ド
ス
ク
レ
イ
パ
ー

は
単
に
「
ス
ク
レ
イ
パ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
も
そ
う
考
え
ら
れ
る
な
ら
、
　
「
ス
ク
レ
イ
パ
ー
状
の
も
の
」
と
は
不
定
形
削
器

で
は
な
く
て
、
掻
器
的
な
も
の
と
解
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
と
も
か
く
下
木
に
は
自
身
の
用
語
を
整
理
し
て
示
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

　
ま
た
小
松
虚
は
「
削
器
（
サ
イ
ド
・
ス
ク
レ
イ
パ
…
ご
　
と
述
べ
た
後
、
　
「
掻
器
（
そ
う
き
）
と
も
い
う
。
削
剥
用
の
石
器
し
と
注
記
し
て

い
る
（
小
松
　
一
九
七
五
年
　
一
八
六
頁
）
。
削
器
も
定
器
も
区
別
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
小
松
の
責
任
で
は
な
く
、
確

実
な
定
義
が
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
研
究
史
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
わ
れ
わ
れ
は
考
え
た
い
。

　
佐
藤
達
夫
は
、
杉
原
が
掻
器
と
呼
ぶ
石
器
を
削
器
と
言
う
（
佐
藤
　
一
九
七
四
年
忌
六
六
…
六
七
頁
）
。
そ
し
て
機
器
、
削
器
の
区
別
を
端
削
器
、

側
削
器
と
呼
ぶ
こ
と
で
果
し
て
い
る
（
同
八
○
頁
）
。

　
そ
の
上
訴
雑
な
こ
と
に
は
、
杉
原
の
提
唱
と
は
逆
の
訳
語
対
応
を
し
た
論
文
が
見
ら
れ
る
。
藤
本
強
、
安
斎
正
人
は
各
々
西
ア
ジ
ア
の
石
器

文
化
を
対
象
と
す
る
論
文
を
発
表
す
る
中
で
、
鹿
野
－
の
。
養
℃
角
に
対
し
て
削
器
と
い
う
語
を
、
ω
誌
①
あ
。
鑓
℃
興
に
対
し
て
掻
器
と
い
う
語
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

あ
て
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
藤
本
　
一
九
六
八
年
、
安
斎
　
一
九
七
四
年
Y
、
彫
器
と
い
う
用
語
の
か
わ
り
に
藤
本
が
刻
器
と
い
う
用
語
を
あ
て

る
の
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
す
で
に
提
唱
さ
れ
て
い
る
訳
藷
対
応
に
逆
転
す
る
用
語
法
を
使
用
す
る
こ
と
は
、

研
究
を
混
乱
さ
せ
る
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
注
意
を
換
起
し
た
い
。

　
日
本
で
の
用
語
が
英
語
の
用
語
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
現
状
で
は
混
乱
し
て
い
る
こ
と
は
今
見
た
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
で

は
英
語
の
用
語
の
も
と
に
な
っ
た
・
仏
語
と
英
語
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
α
o
団
①
ぢ
器
ロ
⇔
は
「
英
語
の
用
語
に
は
明
ら
か
に
厳
密

さ
が
な
く
、
話
9
0
マ
（
量
器
）
、
蜜
9
Φ
茸
Φ
（
小
削
器
様
石
器
）
、
σ
q
昌
盛
。
騨
（
掻
器
）
に
対
し
て
、
区
別
な
く
．
．
ω
o
屋
℃
Φ
民
、
と
い
う
語
を
あ
て

る
」
と
述
べ
て
い
る
（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
、
ロ
。
出
臥
震
。
以
昌
お
①
卜
⊃
℃
．
卜
。
刈
）
。
芹
沢
の
提
言
は
こ
の
あ
た
り
の
用
語
法
に
戻
っ
て
い
る
よ
う
に
濯
う
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け
ら
れ
る
。
し
か
し
最
近
の
英
語
用
語
の
対
応
は
、
薄
手
の
σ
q
量
簿
。
す
に
対
し
て
は
窪
α
あ
・
蜜
℃
曾
、
厚
手
の
σ
q
蜜
豆
○
ぜ
に
対
し
て
。
。
。
冨
℃
2
、

そ
し
て
養
9
0
騨
に
対
し
て
ω
答
？
ω
。
口
唱
窪
が
あ
て
ら
れ
、
窮
9
Φ
窪
。
は
そ
の
ま
ま
仏
語
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
（
試
竃
。
冨
お
詰
や
ト
。
O

興
や
。
。
㎝
）
。

　
目
下
の
と
こ
ろ
、
技
術
形
態
学
と
し
て
の
石
器
型
式
学
の
立
場
に
立
つ
わ
れ
わ
れ
は
、
す
で
に
紹
介
し
た
諸
研
究
者
の
定
義
の
う
ち
、
石
器

機
能
に
触
れ
て
い
る
点
に
は
関
与
し
な
い
。
　
そ
こ
で
言
語
的
に
訳
語
の
対
応
に
つ
い
て
少
し
見
て
お
く
に
と
ど
め
た
い
。
　
話
9
。
貯
　
は
動
詞

類
巳
曾
に
、
α
Q
養
洋
。
貯
は
動
詞
σ
q
聖
血
2
に
由
来
し
、
共
に
「
削
り
取
る
」
と
い
う
意
味
で
重
複
的
で
あ
る
。
し
か
し
前
者
は
ま
さ
に
物
体

の
一
部
を
削
っ
て
の
削
り
取
る
で
あ
る
に
対
し
、
後
者
は
物
体
の
表
面
を
掻
き
取
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ち
な
み
に
σ
Q
量
陣
興
は
フ
ラ
ン
ク
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

囚
B
零
§
に
由
来
し
（
独
語
は
ξ
暮
N
自
）
、
σ
q
峯
鉾
。
膣
は
一
六
一
一
年
以
来
仏
語
文
献
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
　
一
方
、
壁
島
霞
は
プ
ロ
ヴ
ァ

ン
ス
語
壇
霧
9
霞
か
ら
来
た
も
の
で
、
俗
語
ラ
テ
ン
語
の
導
。
。
ざ
巳
鴛
①
遍
霧
。
（
口
）
貯
同
①
（
α
q
養
葬
9
の
意
で
あ
る
事
終
お
の
派
生
語
）
　
に
さ
か

の
ぼ
る
。
名
詞
養
9
0
瞠
は
一
五
三
九
年
以
来
仏
語
文
献
に
認
め
ら
れ
る
（
切
臥
凶
臼
自
お
譲
培
』
笛
。
。
－
N
b
。
Φ
）
。

　
こ
の
よ
う
に
見
る
と
日
本
語
の
対
応
訳
語
と
し
て
は
、
杉
原
の
提
唱
に
な
る
も
の
が
い
か
に
適
当
で
あ
る
か
が
わ
か
る
。

　
次
に
掻
器
の
技
術
形
態
学
的
定
義
を
見
よ
う
。

　
切
o
a
①
。
。
は
一
九
六
一
年
、
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
（
じ
d
。
a
①
ω
お
曾
や
ω
円
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
　
「
そ
の
一
端
に
鋭
角
で
な
い
連
続
細
部
調
整
で
多
少
と
も
丸
味
を
も
っ
た
、
稀
に
直
線
形
の
刃
部
（
旨
。
昌
け
）
を
も
つ
石
刃
も
し
く
は
剥

　
　
片
。
ふ
つ
う
の
場
合
横
形
凸
刃
削
器
か
ら
掻
器
を
区
別
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
が
、
大
型
剥
片
を
素
材
と
し
た
掻
器
の
中
に
は
形
態
的

　
　
に
両
者
の
中
間
型
を
示
す
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
」

　
α
o
麟
Φ
ヨ
N
。
ぎ
μ
は
先
に
引
用
し
た
部
分
の
直
前
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
参
国
Φ
貯
N
①
ぎ
お
8
や
b
。
唄
）
。

　
　
　
「
短
か
く
強
固
で
、
ふ
つ
う
丸
味
を
帯
び
、
よ
く
調
整
さ
れ
て
い
る
刃
部
を
も
っ
た
石
器
。
そ
の
狭
め
ら
れ
た
幅
の
部
分
を
前
後
に
押

　
　
し
動
か
す
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
。
」
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円
一
邑
2
は
よ
り
適
確
な
表
現
で
定
義
し
て
い
る
（
目
邑
魯
H
O
O
ω
や
総
）
。

　
　
「
漏
壷
を
形
成
す
る
細
部
調
整
が
連
続
、
規
則
的
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
角
度
は
様
々
で
あ
る
。
そ
の
細
部
調
整
は
再
生
の
場
合
を
除
い

　
て
、
角
度
で
鋭
角
、
も
し
く
は
形
状
で
魚
鱗
状
を
呈
す
こ
と
は
な
い
（
こ
の
二
つ
の
属
性
は
し
ば
し
ば
複
合
す
る
）
。
」

さ
ら
に
掻
器
刃
部
の
再
生
を
受
け
た
も
の
に
関
連
し
て
次
の
よ
う
に
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　
　
「
掻
器
は
そ
の
刃
を
か
な
り
速
く
失
う
石
器
の
よ
う
で
、
多
く
は
光
沢
を
も
つ
墨
痕
を
機
能
部
に
も
つ
（
時
に
ル
ー
ペ
で
の
み
見
ら
れ

　
る
）
。
　
そ
の
時
、
刃
を
与
え
る
た
め
に
先
史
時
代
人
は
刃
部
再
生
を
施
し
て
い
る
。
こ
れ
は
必
要
に
応
じ
て
何
回
も
行
わ
れ
、
あ
る
場
合

　
に
は
細
部
調
整
に
鋭
角
、
も
し
く
は
魚
鱗
状
の
様
相
を
帯
び
さ
せ
る
。
側
形
に
お
い
て
『
鼻
形
』
を
示
し
、
再
生
の
た
め
の
細
部
調
整
が

　
深
く
入
ら
ず
に
、
鈍
角
を
示
す
も
の
が
あ
る
。
そ
の
碇
谷
部
先
端
に
は
し
ば
し
ば
潰
痕
（
O
O
円
騨
ω
⑦
日
O
昌
酔
）
が
見
ら
れ
る
。
」

い
竜
昼
8
の
定
義
も
わ
か
り
や
す
い
（
9
祉
ρ
8
H
㊤
①
①
や
＆
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
「
（
掻
器
を
定
義
す
る
）
基
本
的
な
要
素
は
、
獣
雛
形
を
含
め
て
、
刃
部
が
鋭
角
、
斜
角
、
も
し
く
は
童
形
の
連
続
細
部
調
整
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
り

　
て
作
り
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
翁
片
も
し
く
は
石
刃
の
端
部
に
あ
る
。
刃
部
は
比
較
的
鋭
角
で
、
こ
と
に
再
生
さ
れ
た
場
合
に
は
『
切

　
と

　
断
り
』
を
思
わ
せ
る
。
同
じ
く
刃
部
は
、
時
に
細
部
調
整
の
な
い
面
に
や
や
広
く
魚
鱗
状
に
剥
離
が
い
く
こ
と
が
あ
り
、
平
形
彫
器
の
様

　
状
を
と
る
。
」

冒
○
く
ぼ
。
。
ら
の
定
義
も
簡
潔
で
あ
る
（
鼠
。
三
島
巴
払
㊤
①
。
。
や
㊤
）
。

　
「
素
材
の
一
端
も
し
く
は
両
端
に
細
部
調
整
が
集
中
的
に
あ
り
、
そ
の
限
ら
れ
た
部
分
が
凸
曲
線
に
な
っ
て
い
る
石
器
。
」

さ
ら
に
続
け
て
技
術
形
態
学
的
に
掻
器
を
見
る
場
合
、
他
の
石
器
と
の
関
連
に
触
れ
て
い
る
。

　
「
原
理
的
に
は
直
線
形
切
断
り
石
器
と
尖
頭
器
の
間
に
属
す
る
。
掻
器
と
細
部
調
整
石
刃
の
差
は
質
基
準
的
で
あ
る
。
」
、

切
は
N
葭
。
昌
も
同
じ
よ
う
な
表
現
を
し
て
い
る
（
じ
d
器
N
筥
。
コ
μ
8
0
や
窪
し
。
）
。

　
「
剥
片
も
し
く
は
石
刃
の
端
部
に
斜
角
細
部
調
整
に
よ
っ
て
、
や
や
丸
味
を
も
っ
た
刃
部
が
作
り
出
さ
れ
た
打
製
石
器
。
」
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わ
れ
わ
れ
も
切
O
a
Φ
ω
以
下
の
研
究
者
の
考
え
に
従
っ
て
、
玉
器
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
お
く
。

『
劉
片
も
し
く
は
石
刃
（
時
に
細
石
刃
）
の
端
部
に
規
則
的
な
連
続
細
部
調
整
で
丸
味
を
帯
び
た
刃
部
が
作
り
出
さ
れ
た
石
器
』
を
掻
器
と
呼

ぶ
。　

①
論
文
の
筆
者
が
し
っ
か
り
と
用
語
の
定
義
を
す
る
か
、
も
し
く
は
訳
語
用
語
の

　
　
対
応
嬰
係
リ
ス
ト
を
つ
け
る
か
を
し
な
い
と
論
文
そ
の
も
の
が
無
意
味
な
も
の
と

　
　
な
る
。

　
②
　
岡
¢
茜
撃
プ
霜
雪
に
よ
れ
ば
、
．
、
閑
話
畠
霞
、
、
と
い
う
用
語
は
、
引
く
動
作
の
用

　
　
法
の
み
を
想
定
さ
せ
る
も
の
と
し
て
し
か
使
わ
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
掻
器
に
対

　
　
し
て
も
、
削
器
に
対
し
て
も
、
押
す
動
作
の
用
法
を
想
定
さ
せ
る
、
．
ω
o
冨
げ
霞
、
．

が
独
語
周
語
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
、
．
国
茜
訂
9
、
”
は
刃
部
角
度
の
大

き
い
削
り
具
を
指
す
よ
う
で
あ
る
（
司
。
同
σ
Q
。
三
一
窪
霞
お
0
？
G
。
㊤
）
。
日
本
の
用
語
現

状
と
局
じ
問
題
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
わ
れ
わ
れ
の
立
場
と
は
異
な
る
。

　
な
お
．
寺
川
央
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
一
般
の
独
語
表
現
で
は
「
線
を
削
る
」
と

い
う
意
味
で
、
、
一
q
暮
N
o
口
、
、
が
用
い
ら
れ
、
　
「
齎
を
削
る
」
と
い
う
意
味
で

．
、
ω
o
冨
σ
o
富
、
．
が
使
わ
れ
る
と
い
う
。
　
た
だ
名
詞
と
し
て
は
削
り
具
と
し
て

．
、
囚
墨
言
曾
．
、
の
み
が
ふ
つ
う
使
わ
れ
、
石
器
用
語
と
し
て
、
．
ω
o
げ
騨
げ
巽
．
”
が
創

生
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

③
森
嶋
稔
に
従
っ
て
「
掻
刃
部
」
と
い
う
用
語
を
あ
て
る
の
が
適
当
か
と
思
わ
れ

　
る
（
森
嶋
　
一
九
七
五
年
　
二
一
四
、
二
｝
八
頁
）
。

④
い
名
冨
8
は
侵
形
（
ロ
。
口
『
一
㊦
く
①
Φ
）
以
外
の
角
度
属
性
に
対
し
9
σ
筐
鷲
ρ
。
。
一
ヨ
ー

　
犠
ρ
覧
鉾
φ
と
い
う
用
語
を
用
い
、
そ
の
ψ
一
ヨ
鳳
。
は
わ
れ
わ
れ
の
斜
角
、
亜
鋭

　
角
を
も
含
む
も
の
と
思
わ
れ
る
。

補
注
　
わ
れ
わ
れ
は
資
料
を
扱
う
時
、
ρ
β
兎
跳
三
型
と
遼
円
索
画
譜
隊
の
二
つ
の
基

　
準
で
も
っ
て
す
る
こ
と
に
努
め
て
き
た
。
そ
れ
に
は
す
で
に
日
本
語
の
用
語
と
し

　
て
各
々
「
質
基
準
」
と
「
量
基
準
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

　
（
伊
藤
　
一
九
七
二
年
）
こ
と
を
中
村
友
博
の
御
教
示
に
よ
っ
て
知
っ
た
。

　
　
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
両
基
準
が
独
立
的
で
あ
る
と
共
に
相
互
補
完
的
な
意
味
を
も

　
つ
と
考
え
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
も
し
く
は
小
稿
を
含
め
て
、

　
体
系
を
発
表
し
つ
つ
あ
る
石
器
型
式
学
を
ま
と
め
る
機
会
が
与
え
ら
れ
る
折
に
詳

　
し
く
触
れ
る
予
定
で
あ
る
。
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亙
　
掻
器
製
作
の
技
術

　
①
　
素
材

　
　
A
　
素
材
の
形
態

素
材
の
幅
と
長
さ
か
ら
そ
の
形
態
を
定
義
す
る
（
山
中
　
一
九
七
五
年
九
－
一
〇
頁
）
。

　
　
　
　
創
遡
℃
録
選
洋
蟄
キ
　
い
脚
b
。
さ
い
W
q
o
ヨ
噂
N
W
H
』
o
露



掻器研究法（山中）

誉
剥
遡

漣
　
ヰ

ピ
W
蛇
導
国
く
ピ
b
⊃
o
B

　
　
　
　
　
　
　
（
い
舜
塗
聡
凝
訟
婁
㊦
知
砥
℃
　
こ
叫
ビ
“
臼
麟
勝
叫
び
麹
汁
即
）

　
ま
た
素
材
の
幅
と
厚
さ
の
比
か
ら
、
多
形
、
薄
形
の
別
を
定
義
す
る
（
U
竜
冨
8

お
①
①
電
．
ミ
ム
。
。
口
8
。
。
や
b
。
一
み
け
や
ト
。
。
。
し
Φ
鐸
や
δ
。
。
。
峠
や
ド
8
興
b
」
O
㎝
）
。

　
　
　
　
麟
愚
軸
V
悼
。

　　

@　

O
二
献
・
｛
豊
無
。
誤
舳
．

　
　
　
　
　
　
　
（
N
藁
磁
魯
瑠
圏
㊦
蚕
”
び
C
〈
舜
畑
所
㊦
優
砥
’
・
凝
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
　
　
　
　
　
Φ
興
繭
妖
）

　
　
　
B
　
素
材
剥
離
の
打
面
の
形
態

　
素
材
が
剥
片
で
あ
る
時
、
そ
の
剥
離
の
た
め
の
打
面
の
形
態
を
区
別
す
る
こ
と

が
で
き
る
（
図
1
）
（
山
中
　
一
九
七
五
年
　
【
○
一
一
｝
頁
）
。

3　2　1

点
状
馬
面

原
面
上
打
面

作
製
打
面

　
・
i
　
剥
離
面
打
面

　
爾
　
調
整
打
面

　
　
　
a
　
二
面
調
整
打
面

　
　
　
b
　
多
面
調
整
打
面

I

謬
多

｛

　　　l 　　　　1

蓼

　　　　　図1　打面の形態　（Laplace　1974）

上段　左より　剥離面打颪，点状打面，二面調整打面

下段　左より　凸形多面調整打面，直線形多面調整打面
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4
　
字
面
欠
損

　
　
　
・
一
　
打
面
剥
ぎ
取
り

　
　
　
・
1
1
　
打
面
が
折
れ
て
失
わ
れ
て
い
る

　
ま
た
剥
片
に
残
さ
れ
た
八
面
の
観
察
と
と
も
に
、
バ
ル
ブ
及
び
波
状
隆
起
の
発
達

度
を
見
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
②
刃
部
の
つ
け
方

　
　
　
A
　
刃
の
位
置

　
刃
部
が
作
り
出
さ
れ
る
位
置
が
素
材
の
先
端
か
基
端
（
打
面
の
側
）
か
を
見
る
。

　
　
　
B
　
刃
の
対
称
性

　
素
材
の
長
軸
に
対
し
て
釜
煎
の
中
心
線
の
寄
り
方
を
、
左
、
中
央
、
右
と
区
別
す
る
。

（
図
2
）
（
加
藤
他
　
一
九
六
九
年
　
五
九
－
六
〇
頁
）
。

　
　
　
C
　
刃
の
様
懸
（
刃
の
縁
部
の
形
）

　
刃
縁
部
を
ほ
ぼ
弧
状
と
見
な
す
時
、
そ
の
弧
よ
り
円
形
を
復
原
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

在
す
る
角
度
（
中
心
角
）
を
測
る
　
（
図
3
）
（
加
藤
他
　
一
九
六
九
年
　
六
〇
頁
、
竃
。
＜
貯
。
。

ω
①
卜
。
）
。

　
中
心
角
が
一
三
五
度
以
上
の
時
は
高
弧
形
黙
認
器
、
一
〇
五
～
一

器
、
五
四
度
以
下
を
扁
低
馬
形
刃
掻
器
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る

　
そ
の
他
刃
縁
部
の
形
で
、
ほ
ぼ
直
線
形
、
弧
形
、
尖
頭
形
に
分
け
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ち
う
ん
他
に
刃
部
が
鋸
歯
縁
状
細
部
調
整
で
作
り
出
さ
れ
て
い
る
も
の
は
鋸
歯
縁
掻
器
、

Q

マ

R

　　　　　p

図2　傾斜角（PQR）
　　　の測り方
　　　（力日藤二也　1969）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

そ
の
時
そ
の
二
線
の
交
叉
角
を
測
る
こ
と
が
で
き
る

そ
の
半
径
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
そ
の
機
上
に
刃
部
が
存

　
　
　
　
　
　
鉢
　
お
①
。
。
　
電
’
δ
1
お
い
ω
ρ
9
ハ
Φ
露
　
δ
①
φ
や
や
。
。
①
7

　
三
四
度
の
時
は
中
鋸
形
刃
掻
器
、
五
五
～
一
〇
四
度
の
時
は
低
弧
形
刃
掻

（
客
。
≦
蕩
巴
」
8
。
。
℃
」
。
。
讐
。
D
ρ
。
ぎ
暮
お
①
①
や
。
。
8
）
Q

　
　
　
　
　
そ
の
弧
形
の
時
に
中
心
角
の
計
測
が
可
能
な
わ
け
で
あ
る
。
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
非
連
続
細
部
調
整
で
作
り
出
さ
れ
て
い
る
も
の
は
不
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掻器研究法（山中）
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　　　図3　中心角の測り方（Movius　al．1968）

上　対称形（半径1・75cm，中心角120。）

下A非簿称形，B尖凸形，　C低弧形，　D不規則
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規
則
掻
器
と
し
て
分
け
る
。

　
刃
の
突
出
度
合
と
し
て
は
、
凹
形
度
合
の
場
合
の
ポ
ジ
的
な
場
合
と
し
て
、
細
部
調
整
の
長
さ
（
囲
。
お
夢
）
に
対
し
、
そ
の
両
端
を
結
ぶ
直

線
か
ら
凸
部
の
頂
点
ま
で
の
長
さ
（
ぎ
①
）
を
比
較
し
て
数
値
に
よ
る
分
類
が
で
き
る
（
鼠
。
く
貯
。
。
巴
・
お
O
。
。
電
・
同
。
。
－
δ
）
。

　
　
　
D
　
刃
の
連
続
性

　
先
に
述
べ
た
中
心
角
の
度
数
を
そ
の
ま
ま
指
標
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
加
藤
他
　
一
九
六
九
年
六
〇
頁
）
。

　
わ
れ
わ
れ
は
さ
ら
に
二
部
の
長
さ
を
計
測
す
る
。
そ
し
て
そ
の
長
さ
の
鋭
縁
全
長
（
剥
片
の
打
面
、
折
断
り
面
、
及
び
先
行
剥
離
面
が
主
平

面
に
対
し
垂
直
的
に
残
っ
た
面
以
外
の
、
い
わ
ゆ
る
鋭
い
縁
部
が
想
定
で
き
る
部
分
の
全
長
）
に
対
す
る
比
を
も
と
め
る
。

　
　
　
E
　
刃
部
細
部
調
整
の
分
類

　
1
．
位
置
・
方
向
、
2
．
深
度
、
3
．
角
度
、
4
．
形
状
、
5
．
様
態
に
よ
る
分
類
を
複
合
し
て
記
述
す
る
　
（
山
中
　
一
九
七
五
年
　
＝
1

＝
嵩
頁
）
。

　
刃
部
角
度
を
刃
部
の
中
央
部
で
計
測
す
る
。
し
か
し
刃
部
を
形
成
す
る
細
部
調
整
が
部
分
に
よ
っ
て
質
基
準
的
な
違
い
が
あ
る
場
合
は
、
そ

の
各
々
を
計
測
す
る
。
角
度
属
性
に
よ
る
分
類
（
質
基
準
）
と
角
度
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
決
め
て
お
く
。

　
　
鋭
角
　
　
七
〇
度
以
上
。

　
　
亜
鋭
角
　
五
五
－
六
九
度
。

　
　
斜
角
　
　
二
五
i
五
四
度
。

　
　
平
角
　
　
二
四
度
以
下
。

　
二
部
角
度
は
掻
器
の
機
能
に
関
係
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
し
、
掻
器
の
厚
さ
と
の
関
連
を
も
含
め
て
重
要
な
要
素
と
考
え
ら
れ
る
。

　
測
定
に
は
金
属
性
の
爽
角
測
度
器
を
用
い
て
も
よ
い
が
、
素
材
の
主
剥
離
面
が
曲
っ
て
い
る
時
は
測
定
困
難
な
こ
と
が
多
い
。
ま
た
一
〇
度

位
の
誤
差
は
簡
単
に
出
る
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
加
藤
ら
の
よ
う
に
細
か
い
単
位
で
測
定
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
（
加
藤
他
　
一
九
六
九
年

130　（790）



士蚤器研究法　（山中）

六
一
一
六
五
頁
）
。
　
一
〇
度
単
位
、
も
し
く
は
せ
い
ぜ
い
五
度
単
位
の
測
定
が
適
当
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
場
合
に
は
比
較
的
堅
い
紙
に
定
め
ら
れ
た
角
度
を
切
り
込
ん
だ
も
の
を
五
も
し
く
は
一
〇

度
単
位
で
用
意
し
、
そ
の
爽
部
を
刃
部
に
あ
て
て
角
度
を
求
め
る
の
が
よ
か
ろ
う
（
窯
。
三
窃
巴
・
這
。
。
。

℃
」
ω
）
。

　
細
部
調
整
の
角
度
を
正
確
に
測
定
す
る
の
は
困
難
な
作
業
で
あ
り
、
特
に
両
面
細
部
調
整
の
時
は

不
可
能
な
場
合
が
多
い
。
ま
た
裏
細
部
調
整
の
場
合
、
及
び
素
材
が
厚
手
の
場
會
も
難
し
い
。
わ
れ

わ
れ
は
感
覚
的
な
目
安
と
し
て
、
押
回
剥
離
法
に
よ
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
を
平
角
、
切
れ
る
刃
部

が
残
る
も
の
を
斜
角
、
削
り
に
し
か
使
え
な
い
よ
う
な
も
の
を
亜
鋭
角
、
垂
直
に
近
い
も
の
を
鋭
角

　
　
　
　
　
⑥

と
考
え
て
い
る
。

　
形
状
属
性
と
し
て
、
塁
審
の
市
部
に
対
し
て
は
、
特
に
収
敏
、
半
聡
警
、
分
散
と
い
う
区
別
を
用

い
た
い
（
図
4
）
（
鼠
。
く
貯
。
・
巴
．
お
O
O
。
℃
・
臣
麟
民
や
嵩
）
。

　
　
　
F
　
刃
の
計
測

　
刃
部
を
形
成
す
る
細
部
調
整
の
両
端
を
結
ぶ
直
線
（
先
の
δ
コ
σ
Q
践
に
等
し
い
）
を
刃
幅
と
す
る
。

　
そ
の
細
部
調
整
が
最
も
深
く
入
っ
て
い
る
点
に
お
い
て
厚
さ
を
求
め
、
壁
厚
と
す
る
。

　
　
　
G
　
刃
の
方
向
角

　
素
材
の
剥
離
軸
に
平
行
な
直
線
を
、
刃
部
を
形
成
す
る
連
続
細
部
調
整
の
一
端
に
接
し
て
引
き
、

そ
の
両
端
を
結
ん
だ
直
線
（
先
の
｝
魯
σ
q
夢
に
等
し
い
）
と
の
角
度
を
求
め
る
。
素
材
の
使
わ
れ
方

を
示
す
属
性
で
、
先
端
部
に
刃
部
が
あ
る
も
の
は
プ
ラ
ス
を
、
基
端
部
に
刃
が
あ
る
も
の
は
マ
イ
ナ

ス
を
つ
け
て
表
わ
す
（
図
5
）
（
竃
。
鼠
蕊
餌
ド
お
①
。
。
題
・
嵩
占
①
）
。

ぎ嚢翁

良

・復ほ
犬山’

姥

碧

図4　刃部細都調整の形状（Movius　aL　1968）

　　　左より　収敏，半収敏，分散
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⑧
　
掻
器
の
様
態

　
　
　
A
縁
部
、
基
部
の
細
部
調
整

　
両
縁
部
、
基
部
に
お
い
て
、
全
て
の
細
部
調
整
を
五
属
性
の

分
類
複
合
形
で
記
述
す
る
　
（
山
中
　
一
九
七
五
年
　
一
一
一
＝
瓢

頁
）
。

　
亜
鋭
角
厚
形
連
続
細
部
調
整
部
の
全
長
を
、
三
部
上
を
含
め

て
測
り
、
鋭
縁
全
長
に
対
す
る
比
を
出
す
。
ま
た
、
斜
角
厚
形

連
続
細
部
調
整
に
関
し
て
も
同
じ
こ
と
を
行
い
、
刃
部
を
含
ん

で
い
る
方
に
は
そ
の
こ
と
を
記
し
て
お
く
。

　
二
つ
の
異
な
る
連
続
細
部
調
整
が
連
な
っ
て
い
る
場
合
は
両

者
が
C
の
関
係
に
あ
る
と
呼
び
、
角
を
も
っ
て
接
す
る
場
合
は

A
の
関
係
に
あ
る
と
呼
ぶ
。
後
者
の
例
は
、
同
じ
連
続
細
部
調

整
で
も
よ
く
、
掻
・
削
器
（
窪
阜
ρ
邑
の
δ
＄
。
養
℃
Φ
が
竃
。
三
窃

巴
・
お
①
。
。
や
日
O
）
に
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
同
じ
連
続
細
部
調
整

が
C
の
関
係
で
連
な
る
時
に
は
円
形
掻
器
が
含
ま
れ
よ
う
。

　
縁
部
あ
る
い
は
基
部
に
鋭
角
細
部
調
整
が
認
め
ら
れ
る
時
に

は
、
素
材
か
ら
望
ま
し
い
形
態
が
切
断
り
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

場
合
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
B
　
開
き
角

B

A

C

．終二職“、

篇雨落㎝
こい　

@ヒコ　　ぬ　　　ズ　へう」罫ぐ　一∫こ・

　一．
ミミこ

図5　方向角（BAC）の測り方（Movius　al・1978）
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主蚤器研究法　（由中）

　
掻
器
の
様
態
は
両
縁
の
延
長
線
が
交
わ
る
角
度
で
示
す
こ
と
が
で
き
る
（
図
6
）

（
加
藤
他
　
一
九
六
九
年
　
六
〇
頁
、
ω
斜
畠
。
算
H
⑩
①
①
や
ω
①
ω
”
鎮
◎
〈
貯
。
・
巴
．
一
Φ
①
。
。
℃
や

H
？
ミ
）
。
刃
部
が
基
部
よ
り
広
い
時
に
は
プ
ラ
ス
、
そ
の
逆
の
蒔
に
は
マ
イ
ナ
ス
を

つ
け
て
表
わ
す
。
一
〇
度
以
下
の
時
を
平
行
と
し
、
プ
ラ
ス
一
〇
一
一
九
度
の
時
は

弱
開
、
プ
ラ
ス
ニ
○
度
以
上
の
時
は
強
開
と
呼
ぶ
。
逆
に
マ
イ
ナ
ス
一
〇
i
一
九
度

の
時
は
弱
閉
、
マ
イ
ナ
ス
ニ
○
度
を
こ
え
る
時
は
強
閉
と
呼
ぶ
。
他
に
両
縁
不
規
則

の
名
の
下
に
、
明
確
に
四
角
形
に
な
ら
な
い
も
の
を
含
め
、
分
類
不
能
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
を
も
お
く
。

　
開
き
角
の
属
性
分
類
は
特
に
掻
器
に
対
し
て
の
み
重
要
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の

は
質
基
準
的
な
掻
器
分
類
法
と
し
て
、
例
え
ば
扇
形
掻
器
（
σ
q
舜
＃
o
貯
昌
Φ
＜
自
註
臨
）
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

提
唱
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
ω
8
葺
①
〈
厳
？
じ
ご
o
a
8
騨
℃
①
塁
。
ω
回
O
置
曽
お
㎝
帆
》
H
㊤
♂
）
。

　
　
④
折
断
り
の
仕
方

　
素
材
に
折
面
が
認
め
ら
れ
る
時
に
は
次
の
よ
う
な
場
合
が
考
え
ら
れ
る
（
山
中
　
一

九
七
五
年
　
コ
ご
1
一
四
頁
）
。

　
1

23

た
た
き
折
り

台
石
上
に
置
い
て
た
た
き
折
り

　
i
　
台
石
と
の
接
点
上
に
打
撃
を
加
え
る

　
・
旺
　
そ
れ
以
外
の
部
分
に
打
撃
を
加
え
る

台
石
に
対
し
素
材
を
た
た
き
つ
け
る

Oo

固
．
臨
，

1，二∠ノ

，
F
－

　
　
　
、
注
㌦

　
　
　
ヒ
　
　

　
，
・
／
習
　
、
・
～
一

　
ノ
　
カ
　
・
9
，

　
　
　
　
　
ヒ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ち
び
ヨ
ヒ
ヨ
コ

　
ノ
‘
坦
〃
、
，
旨
，

　
、
，
ノ
　
ゐ
♂
　
、
　
　
．
一
「
、

一300
図6　開き角の測り方（Sacket七1966）

　　　（刃部の方が開く時は角度は十になる）
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一
　
接
点
部
で
折
れ
る

　
　
　
　
・
1
1
　
接
点
部
以
外
の
所
で
折
れ
る

　
4
　
両
手
折
り

　
5
　
ね
じ
り
折
り

　
ど
の
場
合
も
打
撃
の
加
わ
っ
た
の
が
素
材
の
表
面
か
ら
か
、
裏
面
か
ら
か
、
ま
た
は
横
面
（
横
斜
）
か
ら
か
を
区
別
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
折
断
り
と
呼
ぶ
べ
き
技
術
が
石
器
製
作
過
程
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
完
成
し
た
石
器
が
折
れ
る
場
合
も
考
え
ね
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ら
な
い
。
こ
の
区
別
は
質
基
準
的
に
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
わ
ず
か
に
量
基
準
的
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
⑤
掻
器
完
成
以
後
の
調
整

　
す
で
に
掻
器
の
定
義
を
論
ず
る
に
あ
た
り
、
爵
滋
興
よ
り
引
用
し
た
如
く
、
下
働
は
そ
の
刃
部
を
比
較
的
は
や
く
失
う
石
器
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
刃
部
再
生
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
黒
部
を
作
り
出
す
細
部
調
整
は
よ
り
鋭
角
に
近
づ
く
（
齪
離
角
這
O
。
。
娼
・

課
・
い
昌
蜀
8
お
8
や
隠
ρ
甥
h
。
〈
貯
ω
巴
・
お
①
。
。
や
謀
）
。
こ
れ
は
石
の
割
れ
方
の
法
則
を
考
え
る
と
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
斜
面
の
状

態
に
な
っ
て
い
る
古
い
刃
部
面
に
平
行
に
細
か
い
剥
片
（
時
に
細
石
刃
）
を
長
く
剥
離
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
特
に
そ
の
時
、
打
撃
面
は
主
脚

離
面
と
い
う
比
較
的
平
ら
な
面
に
求
め
ら
れ
る
か
ら
、
い
か
に
軟
質
の
ハ
ン
マ
ー
を
選
ぼ
う
と
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
従
っ
て
古
い
刃
部
面
の
表
面
が
ス
ッ
と
剥
が
れ
る
の
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掻

劇
離
角
は
鋭
角
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
い

箋
萱
そ
の
刃
部
縁
に
近
い
部
分
の
秦
・
・
と
剥
が
れ
・
・
と
が
脅
な
・
わ
け
で
あ
・
　
　
脚
　
灘

（
図
7
）
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壁
溺

⑥
器
禦
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀟
駅

　
掻
器
が
彫
刀
面
打
撃
を
受
け
て
彫
器
に
な
る
場
合
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
細
部
調
整
切
面
彫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿

器
の
よ
う
に
、
彫
田
面
打
撃
の
た
め
の
打
面
が
鋭
角
連
続
細
部
調
整
に
よ
（
、
て
作
り
出
さ
れ
る
も
の
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は
、
彫
器
の
半
製
品
が
掻
器
に
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
特
に
細
部
調
整
凸
形
切
面
彫
器
の
半
製
品
は
掻
器
と
の
区
別
が
難
し
い
。

潰
痕
、
磨
痕
を
刃
部
に
見
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
切
面
の
縁
部
を
ハ
ン
マ
ー
の
平
面
で
こ
す
り
、
小
突
起
状
残
部
を
取
り
去
る
工
程
が
し
ば

し
ば
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
量
基
準
的
に
資
料
を
扱
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
逆
に
他
の
芝
煮
か
ら
墨
書
に
変
え
ら
れ
る
場
会
も
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
に
内
ζ
・
霞
と
臼
遺
跡
出
土
の
遺
物
が
あ
り
、
℃
δ
8
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

臼
霞
貯
①
言
か
ら
掻
器
へ
の
作
り
か
え
が
多
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
螺
①
≦
8
日
霞
お
ざ
℃
．
μ
。
。
①
、
跨
N
自
曙
お
譲
）
。

　
器
種
が
え
が
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
新
し
い
煎
種
と
し
て
の
資
料
扱
い
を
原
則
と
す
る
が
、
古
い
忙
種
に
つ
い
て
も
注
記
す

る
。

掻器研究法（山中）

①
　
質
基
進
－
的
に
舟
底
形
（
O
㊤
円
O
議
O
）
と
浮
浮
（
覧
馨
）
と
呼
ば
れ
る
石
器
の
境
界

　
は
㍗
b
。
．
悼
一
P
ω
o
の
あ
た
り
だ
と
い
う
（
♂
は
幡
も
し
く
は
長
さ
の
長
い
方
、
e

　
は
厚
さ
）
（
い
ρ
唱
一
ρ
o
O
　
目
り
O
①
　
唱
●
　
心
g
◎
）
。

　
　
ま
た
質
基
準
的
分
類
の
区
切
り
と
な
る
数
値
と
し
て
、
目
p
覧
p
o
o
は
霊
げ
㌣

　
コ
p
。
a
級
数
も
し
く
は
O
。
。
岸
の
提
唱
し
た
ψ
級
数
を
用
い
る
こ
と
を
最
近
に
な

　
っ
て
主
張
し
て
い
る
（
U
p
勺
㌶
o
①
H
㊤
謡
勺
や
目
O
H
占
O
ω
）
。

②
　
素
材
の
断
面
形
及
び
大
き
さ
は
、
素
材
剥
離
技
術
、
原
材
質
、
及
び
工
人
の
好

　
み
と
い
っ
た
諸
要
素
を
反
映
す
る
が
、
刃
部
を
作
り
出
す
時
の
特
色
こ
そ
、
掻
器

　
を
も
つ
文
化
間
の
差
を
大
き
く
反
映
す
る
と
思
わ
れ
る
（
護
。
〈
言
ω
僧
一
・
一
霧
。
。
や

　
一
〇
）
。

③
　
加
藤
ら
は
傾
斜
角
と
呼
ぶ
（
加
藤
他
　
一
九
六
九
年
　
六
〇
頁
）
。

④
　
直
径
は
二
、
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
単
位
で
測
定
し
、
角
度
は
｝
○
度
単
位
で
測
定

　
す
る
（
竃
。
く
貯
q
。
p
H
お
㊦
。
。
℃
」
ω
）
。
諸
。
〈
冒
ω
ら
の
こ
の
提
言
は
意
味
あ
る
も

　
の
と
わ
れ
わ
れ
は
う
け
と
め
る
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
点
に
何
ら
触
れ
て
い
な
い

　
加
藤
晋
平
ら
の
研
究
は
不
思
議
な
も
の
で
あ
る
。
引
用
文
献
の
読
み
方
に
問
題
が

　
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
の
過
程
が
あ
ま
り
に

　
も
シ
ス
テ
ィ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
日
本

　
に
お
け
る
石
器
研
究
に
対
し
、
新
し
い
方
向
を
提
起
し
た
加
藤
ら
の
研
究
に
と
つ

　
て
、
数
少
い
惜
し
ま
れ
る
点
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
加
藤
稔
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
や
は
り
わ
れ
わ
れ
と
岡
じ
く
、
細
か
い
単
位
で

　
測
定
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
せ
い
ぜ
い
五
度
単
位
で
あ
っ
た
と
い
う
。
加
藤
晋
平

　
ら
は
何
を
用
い
て
計
測
し
た
か
を
明
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
特
殊
な
場
合

　
の
計
測
方
法
も
示
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
　
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
の
実
践
の
過
程
で
こ
う
し
た
試
論
的
な
考
え
は
修
正
さ
れ

　
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
の
が
わ
れ
わ
れ
の
立
場
で
あ
る
。
加
藤
晋
平
ら
に
う
か
が

　
え
る
研
究
法
の
固
定
化
は
、
そ
の
ま
ま
続
け
ら
れ
る
な
ら
ば
、
進
歩
を
さ
ま
た
げ

　
る
要
素
に
な
る
だ
ろ
う
。

⑤
　
い
四
覧
拶
8
は
一
九
六
六
年
、
主
要
石
器
型
式
を
列
記
す
る
中
で
、
鋸
歯
縁
石
器

　
の
名
の
下
で
こ
の
型
式
を
掻
器
と
し
て
示
し
て
い
る
（
目
㊤
覧
p
o
o
お
霧
℃
や
。
。
駆
。
一

　
。
。
㎝
）
。
日
本
先
土
器
時
代
の
石
器
文
化
の
中
に
も
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
し
か
し
ひ
と
つ
の
文
化
層
に
質
基
準
的
に
出
土
し
た
の
は
囚
ω
霧
≧
色
遺
跡

　
℃
ぎ
ω
o
H
H
に
お
い
て
で
あ
る
（
6
巨
。
二
㊤
ざ
℃
L
。
。
卜
。
し
㊤
謹
娼
L
。
。
蒔
）
。
ロ
ン
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ド
ン
リ
ス
ト
俘
成
の
段
階
で
は
質
基
準
的
に
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
鋸
歯
縁
掻

　
器
は
、
か
く
し
て
西
ア
ジ
ア
の
旧
石
質
時
代
文
化
研
究
に
適
用
さ
れ
る
石
器
型
式

　
リ
ス
ト
に
位
鍛
を
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
（
国
。
貰
ω
お
置
娼
や
ω
占
Q
。
憎
こ
と
に

　
℃
℃
．
ω
為
㊦
叶
℃
や
昌
－
嵩
）
。

⑥
　
○
露
。
に
よ
っ
て
、
細
部
調
整
で
失
わ
れ
た
部
分
が
示
す
角
度
を
求
め
る
こ
と

　
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
発
掘
に
際
し
細
部
調
整
を
施
し
た
時
に
で
き
た
剥

　
片
を
採
集
し
、
接
合
す
る
作
業
が
必
要
な
た
め
に
、
細
部
調
整
面
糧
互
（
両
面
細

　
部
調
整
の
場
合
）
、
　
及
び
素
材
面
と
の
間
の
角
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
次
善
で
あ

　
る
と
主
張
さ
れ
た
。
こ
れ
が
掻
器
刃
部
に
対
し
て
、
た
い
て
い
の
場
合
に
適
用
で

　
き
る
測
定
角
に
な
る
が
、
時
に
は
誤
差
が
大
き
く
伴
う
こ
と
を
覚
懐
し
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
。
　
U
興
0
7
0
0
下
げ
器
は
石
器
の
中
心
平
面
に
対
す
る
細
都
調
整
面
の

　
角
度
を
と
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
（
O
簿
ω
お
謹
℃
・
ω
簿
℃
ド
×
嵩
・
い
母
9
－

　
0
8
跨
碧
巳
㊦
c
。
や
b
。
G
晦
ω
）
。

⑦
そ
の
扇
形
が
主
と
し
て
鋭
角
厚
薄
連
続
細
部
調
整
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
と

　
考
え
る
な
ら
ば
、
技
術
形
態
学
的
分
類
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
単
な
る
両
縁
の
あ

　
り
方
に
よ
る
分
類
の
場
合
は
形
態
学
的
分
類
と
な
る
。
後
者
の
掻
器
分
類
の
例
と

　
し
て
は
い
鶏
。
学
O
o
口
話
p
昌
の
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
U
窪
0
7
Ω
o
葺
げ
ρ
嵩

　
お
α
。
。
や
b
。
雪
）
。
そ
こ
で
は
両
縁
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
、
平
行
線
、
扇
形
、
ク
サ

　
ビ
形
、
半
円
形
、
獣
鼻
形
、
肩
形
、
両
肩
形
、
と
い
う
分
類
が
さ
れ
て
い
る
。

　
　
な
お
こ
う
し
た
形
態
学
的
石
器
研
究
の
す
ぐ
れ
た
も
の
と
し
て
、
佐
原
真
に
よ

　
る
紫
雲
出
山
弥
生
式
遣
跡
出
土
の
石
鐡
の
研
究
（
小
林
・
佐
原
　
一
九
六
四
年

　
七
〇
1
七
八
頁
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
恐
ら
く
形
態
学
的
分
類
は
発
掘
調

　
査
報
告
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
ひ
と
つ
の
方
法
と
し
て
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ

　
ろ
う
。
た
ま
た
ま
技
術
の
差
が
形
態
に
反
映
す
る
も
の
、
も
し
く
は
機
能
の
差
が

　
形
態
に
反
映
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
の
分
析
に
は
、
ま
さ
し
く
形
態
学
的
研
究
が

　
威
力
を
示
す
場
合
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
石
錺
の
よ
う
に
、
特
殊
な
使

　
わ
れ
方
が
想
定
さ
れ
う
る
に
し
て
も
（
楠
本
　
一
九
七
三
年
　
一
三
五
一
…
三
六

　
頁
）
、
　
意
圏
さ
れ
た
機
能
が
そ
の
形
態
を
明
確
に
左
右
し
て
い
る
と
思
え
る
場
合

　
は
問
題
が
少
な
い
。
佐
原
が
見
事
に
分
析
し
て
い
る
よ
う
に
、
製
作
技
術
と
形
態

　
の
関
係
を
趨
接
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

　
　
し
か
し
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
技
術
な
り
、
機
能
な
り
と
形
態
と
の
関
係
が
少
な

く
と
も
量
基
準
墨
に
立
証
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
単
な
る
形
態
学
的
研
究
は
切
り

　
紙
遊
び
の
生
産
贔
を
な
ら
べ
る
と
い
っ
た
行
為
の
域
を
遠
く
出
な
い
だ
ろ
う
。
そ

　
こ
に
こ
そ
わ
れ
わ
れ
が
ま
ず
技
術
形
態
学
を
と
固
執
す
る
理
由
が
あ
る
。

⑧
切
断
り
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
場
合
、
厳
密
に
は
端
か
ら
鋭
角
細
部
調
整
を

　
連
続
し
て
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
素
材
を
切
り
断
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し

　
ま
ず
適
当
な
部
分
で
折
断
り
を
行
い
、
そ
こ
に
で
き
た
折
面
を
細
部
調
整
で
整
え

　
る
場
合
が
多
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
台
石
上
に
置
い
た
時
に
望
ま
し
い
折
断
り

　
が
で
き
る
こ
と
は
切
。
巳
。
ω
や
同
芽
6
円
の
お
か
げ
で
経
験
的
に
知
ら
れ
る
と
こ

　
ろ
と
な
っ
て
い
る
（
U
9
＜
o
腕
お
ざ
や
㎝
b
。
）
。

⑨
山
中
一
郎
「
千
旦
遺
跡
出
土
の
薄
湿
一
型
式
学
的
彫
器
研
究
の
試
み
」
（
『
小

　
林
行
雄
先
生
退
官
記
念
論
文
集
』
所
収
の
予
定
、
一
九
七
四
年
九
月
校
了
）
参
照
。

⑧
　
こ
れ
は
逆
の
考
え
方
か
ら
す
る
と
、
切
断
り
の
よ
う
な
鋭
角
厚
形
手
続
細
部
調

　
整
を
す
る
時
は
、
石
の
ハ
ン
マ
ー
で
裏
面
か
ら
施
す
（
表
細
部
調
整
）
の
が
よ
い

　
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
表
面
は
裏
画
よ
り
斜
め
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
事
実
わ

　
れ
わ
れ
の
経
験
で
は
、
裏
面
を
上
に
し
て
台
石
上
に
置
い
た
剥
片
に
対
し
、
先
の

　
比
較
的
尖
っ
た
小
型
礫
の
ハ
ソ
マ
…
を
用
い
て
打
撃
を
与
え
る
時
が
、
そ
の
細
部

　
調
整
の
角
度
が
最
も
鋭
角
的
に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

⑪
　
讐
α
o
o
助
魯
雪
気
。
貯
に
関
し
て
は
署
φ
屯
o
o
聡
慧
の
五
分
類
が
あ
る
（
瓢
9
下

　
o
o
ヨ
左
回
㊤
刈
O
℃
や
嶺
㎝
占
。
。
O
）
。
製
侮
目
技
術
的
に
は
平
形
彫
器
に
似
る
（
山
中

　
一
九
七
五
年
　
一
七
頁
、
そ
の
中
で
。
冨
ヨ
蹄
㊦
言
と
あ
る
の
は
誤
り
で
、
m
は

　
n
に
な
る
の
が
正
し
い
仏
語
の
つ
づ
り
で
あ
る
。
訂
正
し
て
お
く
）
。
　
し
か
し
機

　
能
的
に
は
掻
器
に
似
る
と
い
わ
れ
る
　
（
く
一
σ
q
舞
巳
お
島
。
O
や
。
。
層
屠
薯
。
。
日
霞

　
H
ミ
O
℃
℃
．
H
ミ
占
。
。
G
。
）
。

136 （796）



＞
N
8
受
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
寒
冒
角
度
は
掻
器
の
場
合
八
○
度
近
く
に
な

る
が
、
嘗
ゆ
。
⑦
帥
。
ぎ
ロ
貯
㊦
ぎ
の
場
合
は
平
均
六
〇
度
位
で
、
そ
の
差
が
明
ら
か

で
あ
る
と
い
う
（
＞
N
o
¢
曙
H
O
謡
）
。

　
な
お
渡
辺
仁
が
》
自
習
n
ρ
く
Φ
出
土
資
料
中
に
こ
の
石
器
を
摘
出
し
報
告
し

て
い
る
が
（
芝
鋒
嘗
ρ
び
。
お
2
℃
や
◎
。
や
。
。
。
。
”
乏
㌶
き
p
げ
①
お
①
α
℃
や
呂
凸
同
）
、

客
①
毒
o
o
彗
窪
は
そ
の
渡
辺
の
主
張
す
る
石
器
は
、
せ
い
ぜ
い
一
点
の
み
が
℃
δ
8

帥
魯
窪
跨
。
貯
の
可
能
性
を
も
つ
が
、
他
は
折
れ
た
石
器
と
し
か
思
え
な
い
と
述

べ
て
い
る
。
さ
ら
に
渡
辺
の
定
義
も
理
解
困
難
な
も
の
と
決
め
つ
け
て
い
る

（
累
。
ぞ
8
葺
霞
お
ざ
唱
や
一
お
－
戸
。
。
O
）
。
そ
れ
を
う
け
て
鑓
。
母
ω
ら
も
渡
辺
の
認

定
に
懐
疑
的
で
あ
る
（
出
。
霞
ω
巴
．
お
認
や
悼
＄
）
。
渡
辺
の
論
文
中
の
石
器
の

図
が
単
に
ま
ず
い
と
い
う
だ
け
で
事
は
終
わ
ら
な
い
。
議
論
の
発
展
の
た
め
に
は

正
統
的
な
技
術
形
態
学
の
理
解
が
渡
辺
に
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

掻器研究法（山中）

　
皿
　
基
部
の
作
り
方

　
　
①
　
形
態

　
　
　
A
　
基
部
厚

　
基
部
と
は
掻
器
用
部
の
反
対
側
の
部
分
を
指
す
。
従
っ
て
素
材
の
基
端
部
（
定
道
の
あ
る
側
）
に
掻
器
面
部
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

素
材
の
先
端
部
が
掻
器
の
基
部
と
な
る
。
そ
の
基
部
の
厚
さ
を
計
測
す
る
。
鼻
面
が
基
部
側
に
見
ら
れ
る
場
合
は
、
そ
れ
が
基
部
で
あ
る
か
ど

う
か
断
定
で
き
な
い
が
、
折
面
で
あ
る
こ
と
を
注
記
し
て
厚
さ
を
計
測
す
る
。

　
　
　
B
　
基
部
の
形
態

　
基
部
の
形
態
は
有
肩
、
有
茎
、
翼
付
有
茎
、
無
茎
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
肩
部
、
茎
部
の
認
定
に
は
連
続
厚
形
細
部
調
整
に
よ
っ
て
ノ
ッ

チ
、
も
し
く
は
少
く
と
も
強
い
凹
形
縁
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
ま
た
凹
形
部
の
連
続
長
が
器
形
全
長
に
比
し
て
ど
の
位

に
達
し
て
い
る
か
を
も
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
無
茎
の
場
合
は
基
都
の
様
態
に
従
っ
て
分
類
す
る
。
平
基
（
一
直
線
形
）
、
尖
凸
基
、
凸
基
、
凹
基
に
分
か
れ
、
凹
基
の
極
端
な
も
の
は
翼

付
も
し
く
は
有
脚
凹
基
と
な
る
（
小
林
・
佐
原
　
一
九
六
六
年
七
〇
1
七
六
頁
参
照
）
。

　
い
わ
ゆ
る
「
有
舌
尖
頭
器
」
　
（
わ
れ
わ
れ
の
有
茎
尖
頭
器
）
の
茎
部
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
分
類
で
は
繋
累
基
、
も
し
く
は
凸
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基
に
入
れ
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。
凸
基
、
凹
基
の
場
合
は
両
端
を
結
ぶ
線
の
長
さ
（
同
日
σ
Q
夢
）
と
、
そ
の
線
と
頂
点
も
し
く
は
凹
曲
部
の
最
深

点
と
の
間
の
長
さ
（
ぎ
・
）
の
比
に
よ
っ
て
、
凸
急
度
も
し
く
は
凹
零
度
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
⑨
基
部
を
作
り
繊
す
技
術

　
基
部
を
作
り
出
し
て
い
る
細
部
調
整
を
五
属
性
分
類
の
複
舎
形
に
て
記
述
す
る
。
特
に
ノ
ッ
チ
の
あ
る
場
合
は
一
度
の
大
き
な
剥
離
に
よ
る

ノ
ッ
チ
（
①
口
O
O
O
げ
Φ
　
O
一
戸
O
け
O
ロ
一
①
一
P
出
⑦
）
か
、
連
続
細
部
調
整
に
よ
っ
た
ノ
ッ
チ
（
Φ
コ
8
。
冨
器
8
琴
ま
。
）
か
を
区
別
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

折
断
り
後
の
細
部
調
整
が
あ
る
よ
う
に
、
ク
ラ
ク
ト
ン
型
ノ
ッ
チ
を
施
し
た
後
に
細
部
調
整
を
行
う
も
の
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
基
部
の
形
態
に
従
っ
て
、
そ
の
形
態
を
作
り
出
し
て
い
る
細
部
調
整
の
方
向
を
組
み
合
わ
せ
て
分
類
す
る
（
山
中
　
一
九
七
五
年
　
一
九
頁
）
。

　
黒
縁
か
ら
尖
凸
基
部
も
し
く
は
凸
基
部
へ
連
続
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
最
高
四
方
向
、
端
部
が
縁
部
と
明
ら
か
に
角
を
も
っ
て
分
か
れ
る
も

の
に
つ
い
て
は
最
高
六
方
向
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
縁
部
か
ら
の
細
部
調
整
に
よ
る
分
類
を
主
分
類
と
し
て
、
そ
れ
に
亜
分
類
と
し
て
端
部

か
ら
の
細
部
調
整
を
加
味
す
る
こ
と
に
し
て
お
き
た
い
。
従
っ
て
次
の
如
く
な
る
。

　
一
型
　
四
方
向
（
両
面
両
縁
）
、
こ
の
中
で
両
面
端
、
片
面
端
、
軒
端
が
細
分
さ
れ
る
（
以
下
同
じ
）
。

　
H
型
　
三
方
向
（
両
面
片
縁
と
片
面
片
縁
）
。

　
皿
型
　
二
方
向
（
裏
面
両
縁
）
。

　
W
型
　
二
方
向
（
表
面
両
縁
）
。

　
V
型
　
二
方
向
（
両
面
片
縁
）
。

分
析
対
象
と
な
る
石
器
群
に
従
っ
て
、
細
か
く
分
類
し
た
基
準
を
用
い
る
か
、
そ
の
細
分
類
を
統
合
し
て
用
い
る
か
を
決
め
る
べ
き
で
あ
る
。

①
　
基
部
厚
を
計
測
す
る
こ
と
は
、
韮
部
を
作
り
樹
し
た
も
の
を
含
む
石
器
群
を
分
　
　
　
　
　
で
あ
る
亀
鑑
群
に
は
基
部
の
作
り
難
し
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か

　
析
対
象
と
す
る
蒋
意
義
が
大
き
い
。
例
え
ば
荒
屋
遺
跡
出
土
の
彫
器
の
場
合
で
あ
　
　
　
　
　
し
基
部
厚
と
刃
厚
を
計
測
し
た
結
果
、
そ
の
彫
義
解
で
は
部
厚
い
彫
器
舷
門
を
作

　
る
。
筆
者
が
U
o
。
。
図
団
N
冨
。
。
の
国
立
先
史
学
博
物
館
で
分
析
し
た
∪
噂
勺
Φ
質
。
曙
　
　
　
　
　
り
出
す
た
め
に
、
素
材
の
基
露
都
に
彫
刀
面
打
撃
を
施
す
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ

　
に
よ
る
疑
＝
夷
。
二
。
－
譲
曽
幕
①
遺
跡
マ
ド
レ
…
ヌ
文
化
第
当
期
暦
か
ら
の
発
掘
品
　
　
　
　
　
た
。
こ
れ
は
隔
じ
彫
器
を
作
る
と
い
っ
て
も
荒
屋
遣
跡
の
場
合
と
は
異
な
る
の
で
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あ
る
。

②
　
尖
凸
基
、
凸
基
の
場
合
は
角
が
あ
る
か
、

　
区
別
を
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

そ
れ
と
も
黒
縁
か
ら
連
続
す
ろ
か
の

③
　
こ
こ
に
議
論
の
対
象
と
な
る
基
部
は
、
厳
密
に
は
調
整
基
部
と
呼
ぶ
べ
き
で
、

　
調
整
基
部
の
場
合
の
み
そ
の
形
態
と
そ
れ
を
作
り
出
す
技
術
の
検
討
が
な
さ
れ
う

　
る
。
調
整
基
部
を
も
た
な
い
資
料
は
基
部
厚
の
み
の
計
測
で
よ
い
わ
け
で
あ
る
。

掻器研究法（山中）

　
W
　
掻
器
の
分
類

　
従
来
の
先
土
器
時
代
文
化
研
究
に
あ
っ
て
は
、
特
色
を
も
つ
石
器
に
対
し
、
遺
跡
名
を
と
り
、
例
え
ば
「
荒
屋
大
畠
器
」
、
「
杉
久
保
型
ナ
イ

フ
形
石
器
」
な
ど
と
型
式
分
類
（
P
）
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
命
名
法
は
わ
れ
わ
れ
の
避
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
（
山
中
　
一
九
七
五

年
六
頁
）
、
そ
れ
に
し
て
も
重
器
の
分
類
は
他
の
器
種
に
比
し
て
数
が
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
石
刃
を
素
材
と
し
た
長
い
大
型
品
（
置
戸

型
）
、
石
刃
を
素
材
と
し
た
短
か
い
や
や
小
型
品
（
立
川
型
）
、
目
指
状
、
円
盤
状
で
や
や
小
型
（
上
ノ
平
型
）
、
　
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ク
ロ
ス
ク
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

イ
パ
ー
（
曾
根
型
）
、
不
定
形
な
素
材
を
も
ち
い
た
も
の
（
御
小
屋
久
保
型
）
、
舟
底
状
（
形
）
定
器
、
と
い
っ
た
程
度
で
あ
る
。

　
そ
こ
に
そ
う
し
た
型
式
分
類
を
と
び
こ
し
た
形
で
、
加
藤
ら
に
よ
っ
て
選
択
的
な
属
性
分
析
が
紹
介
、
提
唱
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
加
藤
ら
の

研
究
の
価
値
を
低
く
評
価
す
る
べ
き
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
が
、
こ
れ
で
は
研
究
が
混
乱
す
る
他
は
な
か
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ

は
加
藤
ら
の
属
性
分
析
を
よ
り
徹
底
し
た
形
で
提
唱
し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
が
目
下
の
所
そ
の
目
的
を
限
定
し
て
い
る
技
術
形
態
学

（
石
器
型
式
学
）
的
研
究
を
乗
り
こ
え
る
た
め
の
過
程
を
見
越
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
示
す
わ
れ
わ
れ
の
掻
卵
の
分
類
も
主
た
る
観

点
と
し
て
技
術
形
態
学
の
立
場
か
ら
見
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
掻
器
分
類
の
試
み
を
参
考
の
た
め
に
見
て
お
き
た
い
。

　
　
①
掻
器
の
体
系
的
分
類
の
最
初
の
試
み

　
最
初
に
掻
暮
を
体
系
的
に
分
類
し
た
の
は
、
寓
・
切
○
窺
δ
P
》
．
簿
い
し
d
O
ξ
ω
ω
○
巳
①
で
あ
ろ
う
（
切
。
巨
翼
壁
｝
簿
｝
・
切
。
ξ
ω
ω
。
艮
①

お
這
娼
」
。
。
①
）
。
彼
ら
は
素
材
の
厚
さ
に
よ
っ
て
ま
ず
分
類
し
、
薄
手
の
も
の
は
縁
部
に
他
の
細
部
調
整
が
あ
る
か
ど
う
か
に
従
っ
て
さ
ら
に
二
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蓑1　Bourlon，　Bouyssonieの掻器分類（）内は筆者

材） （型
式）　1（刃の様態）k掻器の様態）1（刃の方rE（
式）

・蜘鷺塁

1・S’・様態・墜・塑・刃・方言・馴・大きさ・

脳　　形i単　　刃

（素

刃

『
，
刃
，
，
，
，

刃

刃
，
刃
、

型
型

大
小

凹形刃
凸形刃i
直線形刃i

i脳　形i単

i三斜形i複

凹形刃i
凸形刃i
藏線形刃i

尖凸形刃i

i斜　形i単

i非斜形譲

尖凸形刃i隆起獣鼻形i

弧形刃i溺　　形i
i単

i複

i石核形i
i舟底形1

両縁無細部調整掻
器
一マドレーヌ文
化型一

両縁細部調整掻器

一男ーリニヤツ
ク。ソリュートレ
文化二一

蒜手剥片及び石刃

くふつうの細部調
整による刃〉

舟底形正坐

塊状掻窪

石核形掻器

石塊・厚手剥片

く細石刃状細部調
整による刃〉

分
し
た
。
厚
手
の
も
の
は
、
舟
底
当
掻
器
、
塊
状
掻
器
（
¢
σ
9
）
、
　
石
一
一
一
己
に
三

分
懸
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
各
々
は
刃
の
様
態
、
刃
の
方
向
、
刃
の
数
、
掻
器
の
様
態
、

大
き
さ
と
い
う
属
性
で
細
分
さ
れ
る
（
表
1
）
。

　
　
②
掻
器
の
形
態
学
的
分
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
ビ
卑
9
6
0
錘
げ
磐
の
提
唱
す
る
も
の
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
い
¢
3
7
0
0
償
誉
鶏

這
①
①
や
b
⊃
鵯
）
。

　
刃
部
を
作
り
出
す
細
部
調
整
の
違
い
に
従
っ
て
三
分
さ
れ
る
。
駈
込
剥
離
掻
器
、
細

石
刃
状
剥
離
掻
器
（
舟
底
形
掻
器
）
、
鋸
歯
縁
十
三
器
。

　
ま
た
磁
器
の
様
態
に
よ
り
、
剥
片
も
し
く
は
石
刃
を
素
材
と
し
た
掻
器
は
次
の
よ
う

に
分
類
で
き
よ
う
。
両
縁
平
行
掻
器
、
扇
形
掻
器
、
ク
サ
ビ
面
掛
器
、
半
円
形
掻
器
、

獣
悪
形
掻
器
、
両
肩
形
掻
器
、
片
門
形
掻
器
。

　
さ
ら
に
刃
の
連
続
性
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
る
。
円
盤
状
掻
器
、
円
形
掻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

器
、
楕
円
形
搬
器
、
端
解
毒
器
（
掻
・
削
器
）
、
片
縁
掻
器
、
両
縁
台
器
。

　
幅
と
長
さ
の
関
係
は
使
用
の
結
果
生
じ
る
刃
部
再
生
を
考
え
る
の
に
大
切
な
要
素
で

あ
る
と
い
う
。
極
短
（
長
さ
が
幅
よ
り
短
か
い
）
、
短
（
長
さ
と
幅
が
同
じ
）
、
や
や
短

（
長
さ
が
幅
よ
り
長
い
が
二
倍
以
下
）
、
　
や
や
長
（
長
さ
が
幅
の
二
倍
以
上
、
三
倍
以

下
）
、
長
（
長
さ
が
幅
の
三
倍
以
上
）
。
ま
た
厚
さ
も
幅
と
の
比
較
で
分
け
ら
れ
る
。
薄

手
（
幅
が
厚
さ
の
七
倍
以
上
）
、
や
や
厚
手
（
幅
が
厚
さ
の
四
倍
位
）
、
厚
手
（
幅
が
厚

さ
の
二
、
五
倍
位
）
、
極
厚
手
（
幅
が
厚
さ
の
一
、
五
倍
以
下
）
。
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掻器研究法（山中）

　
刃
部
が
凸
形
の
も
の
は
そ
の
突
出
度
に
従
っ
て
低
弧
形
、
半
円
形
、
尖
突
形
に
分
け
ら
れ
る
。

　
な
お
直
線
形
刃
部
の
場
合
は
切
断
り
石
器
に
、
凹
形
刃
の
場
合
は
有
ノ
ヅ
チ
石
器
に
入
れ
ら
れ
る
。

　
こ
の
分
類
は
先
に
述
べ
た
切
。
ロ
ニ
8
ら
の
も
の
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
③
掻
器
の
技
術
形
態
学
的
分
類

　
掻
器
の
分
類
表
は
数
多
く
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
　
ω
o
雪
④
〈
葭
①
－
し
d
o
乙
8
卑
℃
①
貸
。
け
H
霧
9
ビ
弓
笹
8
点
碧
鳴
霧
筈
。
お
課
・
目
霧
9
ぴ
壱
貯
。
Φ

お
㎝
8
H
O
罐
（
お
8
Y
お
の
。
。
M
お
課
9
ゴ
五
曾
お
①
ρ
ユ
。
頃
Φ
一
三
亀
⇒
δ
①
b
。
励
頃
。
罎
ω
H
零
屋
及
び
ロ
ン
ド
ン
リ
ス
ト
、
ボ
ル
ド
ー
リ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

（
仮
称
）
が
挙
げ
ら
れ
る
（
表
2
1
5
）
。

　
ピ
壱
団
8
は
一
九
五
四
年
、
ま
ず
長
さ
の
幅
に
対
す
る
比
と
厚
さ
と
い
う
形
態
的
な
二
属
性
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
掻
器
の
六
分
類
を
提

唱
す
る
。
次
い
で
一
九
五
六
年
に
は
薄
手
の
も
の
に
限
っ
て
縁
部
細
部
調
整
の
有
無
と
い
う
属
性
を
加
味
し
、
五
分
類
に
整
理
し
て
い
る
。
こ

の
時
期
が
彼
に
と
っ
て
層
位
学
的
型
式
学
を
捨
て
て
独
自
の
分
析
型
式
学
を
産
み
出
し
つ
つ
あ
る
時
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
一
九

五
七
年
、
分
析
型
式
学
の
提
唱
と
と
も
に
、
そ
の
三
属
性
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
六
分
類
と
、
近
々
の
連
続
性
に
基
づ
く
σ
Q
奏
ヰ
○
マ
。
一
型
ニ
ー

巨
お
と
い
う
一
分
類
を
加
え
た
七
分
類
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
九
六
四
年
に
は
厚
手
の
碁
器
の
細
分
を
刃
の
様
態
に
従
っ
て
加

味
す
る
と
と
も
に
、
鋸
歯
縁
隠
亡
器
を
別
に
加
え
て
一
一
分
類
を
主
張
す
る
。
一
九
六
六
年
の
彼
の
大
著
に
は
こ
の
方
法
論
に
基
づ
い
た
研
究

が
見
ら
れ
る
。
一
九
六
八
年
に
は
こ
の
一
一
分
類
に
、
用
語
的
に
薄
手
の
石
器
に
対
し
て
．
．
豆
暮
、
、
と
い
う
形
容
詞
を
付
記
す
る
小
改
定
が
行

わ
れ
る
。
そ
の
一
一
分
類
を
基
礎
と
し
て
、
一
九
七
二
（
一
九
七
四
）
年
に
至
り
、
属
性
の
組
み
合
わ
せ
方
を
系
統
的
、
弓
造
的
な
も
の
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
⑤

分
類
が
提
唱
さ
れ
る
（
表
2
）
。

　
次
に
標
準
型
式
学
と
も
い
わ
れ
る
切
o
a
①
。
。
学
派
の
リ
ス
ト
を
見
よ
う
。
ω
9
葺
。
く
筥
⑦
－
切
O
a
＄
と
勺
。
ほ
簿
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
ペ
リ
ゴ

！
ル
地
方
の
後
期
旧
石
器
時
代
文
化
研
究
の
た
め
の
分
類
リ
ス
ト
が
そ
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
素
材
剥
離
か
ら
刃
部
の
作
り
出
し
ま
で
の
技
術

の
違
い
と
形
態
に
重
点
を
置
い
て
型
式
を
定
義
し
、
掻
器
に
対
し
て
は
＝
ハ
型
式
分
類
が
提
唱
さ
れ
た
。
そ
れ
は
そ
の
後
二
〇
年
間
、
基
本
的
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表2　Laplaceの掻器リスト

1954年

　　　10：　Grattoir　long　mince

　　　11：　Grattoir　long　epais

．　　12：Grattoir　court　皿ince

　　　13：　Grattoir　court　epais

　　　14　：　Grattoir　a　museau　ou　car6ne

　　　15：　Grattoir　nucleiforme

　　　16：　Grattoir　court　denticu16　mince

　　　17：　Grattoir　court　denticu16　epais

　　　18　：　Grattoir　long　denticule　mince

　　　19：　Grattoir　long　denticu16　epai＄

ユ956年

　　9　：　Grattoir　long　denticule

　10：　Grattoir　court　denticu16

　11　：　Grattoir　denticule　massif

　12　：　Grattoir　long

　13：　Grattoir　long　a　retouches　laterales

　14：Graもtoir　court　froエユtal

　15：　Grattoir　court　frontal　at　retouches

　　　　lat6rales

　16：　Grattoir　court　circulaire

　17　：　Grattoir　massif

1957年

　Gl　Grattoir　long

　G2　Grattoir　long　a　retouches　laterales

　G3　Grattoir　court　frontal

　G4　Grattoir　court　at　retouches　laterales

　G5　Grattoir　cir¢ulaire

　G6　Grattoir　a　mu＄eau　（a．　museau，

．
－

1

　　　b．　epaulement）

G7・　Grattoir　car6n6

1964年　（＝t966年，　1968年寧）

　　Gl　Grattoir　（plat）　frontal　long

　G2　Grattoir　．（plat）　frontal　long　a’

　　　　retouches　laterales

　G3　Grattoir　（plat）　frontal　court

　G4　Grattoir　（plat）　frontal　court　a

　　　　retouches　laterales

　G5　Grattoir　（plat）　circulaire

　G6　Grattoir（Plat）a皿useau　ogival
　G7　Grattoir　（plat）　a　museau　degage

　G8　Grattoir　carene　a　museau

　G9　Grattoir　carene　frontal

　D4　Grattoir　dentlcule　（plat）

　D8　Grattoir　denticule　carenolde

1974年

　Gll　Grattoir　frontal　simple

　G12　Grattoir　frontal　a　retouche

　　　　　laterale

G工3Grattoir　frontal　circulaire

G21　Grattoir　a　museau　ogival

G22　Grattoir　a　museau　d6ga．cre’

G3　Grattoir　carene
　　　　（G311，　G312，　G313，　G321，　G322）

D125　Grattoir　denticule　marginal

D25　Grattoir　denticu16

D3125　Grattoir　denticule　carenolde

　　　　　marginal

D325　Grattoir　denticule　carenoide

＊1966年は1964年のリストに基づく分析による
　　1968年には（plat）がつけ加えられる。

Laplaceの博士論文である。

8
騨
。
胃
ひ
臨
み
ρ
上
覧
ρ
琴
に
含
ま
せ
る

た
。
し
か
し
研
究
者
に
よ
っ
て
は
σ
q
墨
ぐ

難
し
い
の
で
石
器
リ
ス
ト
か
ら
外
さ
れ

と
罠
げ
。
け
は
石
核
と
の
区
別
が
定
義
上

ら
外
さ
れ
た
。
σ
q
屋
ヰ
。
耽
籍
9
α
賦
。
巴
白
Φ

距
ρ
償
㊦

の
亜
分
類
に
属
し
、

主
型
式
か

た
。

ま
た

σQ

ﾈ
蓉
○
畔
○
σ
q
貯
巴

は
曙
－

が
削
除
さ
れ
、

身
甘
虐
①

に
統
一
さ
れ

身
℃
一
議
①

い
ま
い
で
あ
る
と
い
う
理
由
で

σq

ｩ
学

古
い
リ
ス
ト
の
中
、

そ
の
定
義
が
あ

作
成
し

ス
ト

　　　　
た⑥ボ
　o

ル
ド
ー
リ
ス
ト
ー
1
仮
称
）
を

式
学
者
が
ボ
ル
ド
ー
に
会
し
、

改
定
リ

九
七
二
年
フ
ラ
ン
ス
の
主
た
る
石
器
型

か
の
改
定
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
、

一

こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
は
い
さ
さ

ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
が
積
み
重
ね
ら
れ
る

な
研
究
法
と
し
て
定
着
し
、

多
く
の
ケ
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人
も
お
り
、
根
本
的
な
解
決
に
至
ら
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
　
と
も
か
く
こ
の
よ
う
に
し
て
空
席
と
な
っ
た
四
つ
の
座
に
は
、
σ
q
養
陣
○
貯
身
℃
・

．
．
ピ
ρ
○
轟
く
Φ
詐
①
、
、
と
σ
q
蜜
洋
。
貯
．
．
O
ρ
ヨ
ヨ
巴
Φ
、
、
の
二
つ
の
新
型
式
が
入
れ
ら
れ
、
さ
ら
に
σ
q
蜜
ヰ
。
マ
餅
臼
農
①
霊
が
そ
の
厚
さ
と
刃
の
様

態
に
よ
っ
て
細
分
さ
れ
た
。
リ
ス
ト
の
一
番
か
ら
一
六
番
が
σ
q
5
ヰ
。
貯
で
あ
る
と
い
う
ワ
ク
は
変
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
層
位
学
的
型
式
学
に
よ
る
石
器
型
式
分
類
の
他
の
地
域
、
も
し
く
は
他
の
時
代
文
化
に
対
す
る
適
用
を
見
よ
う
。
ピ
巷
壁
8
の
一
九
五
四
年

の
も
の
は
ピ
レ
ネ
ー
地
方
の
中
石
器
時
代
文
化
研
究
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
そ
の
見
事
な
適
用
の
例
は
、
娯
己
2
が
一
九
六
三
年

に
発
表
し
た
北
ア
フ
リ
カ
の
後
期
・
後
旧
石
器
時
代
文
化
研
究
の
た
め
の
リ
ス
ト
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
表
3
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
ま
た
西
ア
ジ
ア
の
石
器
文
化
研
究
の
た
め
に
、
一
九
六
九
年
定
め
ら
れ
た
ロ
ン
ド
ン
リ
ス
ト
、
及
び
そ
の
後
の
研
究
成
果
を
加
味
し
た
改
定

掻器研究法（山中）

表3　層位学的型式学の掻器リスト

　　　　　　Sonneville－Bordesの掻器リスト

1：　sur　bout　de　lame

2：　sur　bout　de　lame　atypique

　3：　ctouble

　4：　ogiva1

5：　sur　larne　retouchee

6：　sur　lame　aurignacienne

　7：　eventail

　8：　sur　eclat

9：　circulaire

10：　unguiforme

11：　¢aren6

12：　crene　atypique

13：　a　museau

14：　a　museau　atypique

15：　nucleiforme

工6：rabot

　　　　　　ボルドーリスト（仮称）の掻器分類

1＝simpエe　en　bou七de　lame

　2：　double　sur　lame　retouchee：ou　non

　3：　sur　eclat

4：　type　”La　Gravette”

　5：　circulaire

　6：　unguiforme

　7：　’‘　Caminade”

　8：　en　eventai1

9：　sur　］ame　retouch6e

10：　sur　lame　aurignacienne

11：　caren6

12：　carene　atypique

13：　caren6　a　museau　ou　a　epaulement

14：　carene　a　museau　ou　a　epaulernent　atypique

15：　a　museau　plat

16：　a　epaulement　plat

　　　　　　　　　　　　Tixierの掻器リスト

1：　sirnple　sur　eclat

　2：　sur　eclat　retouche

　3：　circulaire

　4：　nucle1forme　ou　rabot

　5：　denticu16

6：　a　epaulement　ou　a　museau
7：　a　coche（s）

8：　＄imple　sur　laine　ou　lamelle

　9：　stir　lame　ou　lamelle　retouch6e

10：　sur　lame　a　bord　abattu

11：　double
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蓑4　西アジアの後期旧石器時代文化，後旧石器時代文化研究のための石器型式リスト

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2

ロソドソリス．トの三胎分類

Grattoir　simplg　．en　bout

Grattolr　atypique

Grattoir　double　plat

Grattoir　double　alterne

Grattoir　ogival

Grattoir　sur　lame　retouchee

Grattoir　sur　lame　aurignacienne

Grattoir　en　eventail

Grattoir　sur　eclat

Grattoir　sur　pointe　levallois

Grattoir　circulaire

Grattoir　unguiforme

Grattoir　caren6

Grattoir　carene　atypique

Grattoir　carene　lateral

Grattoir　a　museau　6pais

Grattoir　a　museau　ou　a　epaulement

Grattoir　niicro　carene

Grattoire　carCne　multiple

Rabot

　　　Hoursの改定リスト（長リスト）

　B．　Grattoirs

　　　　1　en　bout　court

　　　　　　　　simple

　　　　　　　　asymetrique

　　　　　　　　sur　support　retouche

　　　　2　en　bout　lbn．or

　　　　　　　　simple

　　　　　　　　a＄ymetrique　’

　　　　　　　　a　encoche

　　　　　　　　en　6ventail

l　sur　iame　reteuchee
　　　　3　en　bout　ogival

　　　　4　en　bout　plat　i　epaulement　ou　a

　　　　　　museas

P
O
6

7

8
9
0
1
2

　
　
1
1
1

ハ
0
4

1
115

　註6paulernent

　註museau
en　bOUt　SUr　lame　aUrignacienne

en　bout　multiple

　long

　court

　alterne
　　ノ　　　　　　ドcarene

　typique

　atyPlque
　dec6tξ
　色troit

　museau
car6n6　multiple

non　en　bout　sur　6clat

circulaire　et　subcirc1ユlaire

de　K：sar　Aldl

mlcrograttOlr

　sur　lamelle

　court　sur　eclat（1，5　Cm）

　ungu玉forme
　　　に　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　　　　　に

　mlcrocarene
mult1Ple　mlxte
divers（sur　pointe　levallois，　inverse，

etc．．）

massif　ou　rabot

　Hoursの改定リスト（短リスト）

B，　Grattoir
　　　　　　en　bout　（1　a　6）

　　　　　　carene　（7　et　8）

　　　　　　circulaire　et　sur　eclat　non　en

　　　　　　　bout　（9　et　10）

　　　　　　de　1〈sar　Alcil　（11）

　　　　　　micrograttoir　（12）

　　　　　　multiple　mixte　et　divers　（13　a　15）

年

一
八
頁
、
＞
N
o
弓
鴫
舘
乙
ぼ
♀

よ
る

（
表
4
）
（
由
中

一
九
七
五

が
出
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
に

に
よ
る
分
析
結
果
と
大
き
な
差

単
位
で
分
析
し
て
も
長
リ
ス
ト

お
り
、
短
リ
ス
ト
に
示
さ
れ
た

機
応
用
に
よ
る
分
析
に
負
う
て

と
国
○
α
ω
8
に
よ
る
電
子
計

ら
要
約
す
る
根
拠
は
》
N
o
霞

そ
の
短
リ
ス
ト
を
長
リ
ス
ト
か

も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て

調
査
概
報
を
用
意
す
る
た
め
の

れ
て
お
り
、
短
リ
ス
ト
は
発
掘

リ
ス
ト
の
二
重
の
提
唱
が
な
さ

改
定
リ
ス
ト
は
長
リ
ス
ト
と
短

重
要
な
こ
と
は
こ
の
口
○
自
の
の

の
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。

同
。
。
）
も
ま
た
層
位
学
的
型
式
学

リ

ス
ト
（
鵠
○
煽
誘
這
濯
℃
℃
●
ω
一
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畠
ω
o
詳
お
刈
ω
）
。

　
創
Φ
国
③
営
器
賦
昌
の
も
の
は
地
域
及
び
時
代
文
化
の
限
定
も
な
い
し
、
か
と
い
っ
て
い
ぞ
ざ
8
の
主
張
の
よ
う
に
属
性
に
従
っ
て
分
析
し
た

、
構
造
的
な
も
の
で
も
な
い
（
表
5
）
。

　
最
後
に
層
位
学
的
型
式
学
に
よ
る
型
式
分
類
と
、
分
析
型
式
学
に
よ
る
属
性
構
造
分
類
の
対
応
関
係
を
そ
の
番
号
の
み
で
示
し
表
に
し
て
お

こ
う
。
ボ
ル
ド
ー
リ
ス
ト
、
（
円
蓋
巽
お
①
。
。
”
い
省
貯
8
お
犀
）
各
々
の
対
応
を
見
よ
う
（
表
6
）
。
前
二
者
は
同
じ
学
派
で
あ
る
が
、
地
域
が

異
な
る
結
果
、
対
応
の
な
い
場
合
が
生
じ
る
。
前
二
者
と
ピ
ρ
℃
夕
8
の
も
の
と
の
対
応
が
な
い
型
式
は
、
ぴ
壱
ヶ
8
の
分
類
で
は
そ
の
ど
こ

か
の
分
類
の
中
で
亜
分
類
の
段
階
に
お
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。

表5　de　Heinzelinの明器リスト

Grattoir　atypique

Grattoir　sur　eclat　non　reteuch6

Grattoir　sur　eclat　retouch6

Grattoir　sur　bout　de　lame　non　retouchee

Grattoir　sur　bout　de工ame　retouchee

Grattoir　en　bee－de－canatd

Grattoir　sur　bout　de　］ame　aurignacienne

Gratteir　en　eventail

Grattoir　circulaire

Grattoir　circulaire　partiei

Grattoir　unguiforme
Grattoir　carninade

Grattoir　carene

Grattoir　a　museau

Grattoir　a　epaulement

Grattoir　double

Grattoir　nuclefforme

Rabot

表6ボルドーリスト（仮称），Tixier．　Laplaceの
　　　掻器分類対照表

Laplace（1974）

G　11

G　11，　G　12

G　13

＝
一

　G　12

　G　12

　G311，　G312，　G313

　G311，　G312，　G313

　G321，　G322

　G321，　G322

　G　21，　G　22

　G　21，　G　22

D125．　D25．　D3125．　G325
　　　）　m　－v）　　　　　　　　　　　’

Tixier　（1963）

　8

11

1，　2

Bordeaux－Liste

［
三

｝
・
二
4
6
6
6
6
5
7

10

1
　
　
2
　
　
3

4
5
6
7
8
9
・
・
u
諺
慧
竺

一
「
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④
掻
器
の
分
類

わ
れ
わ
れ
は
日
本
先
土
器
時
代
の
掻
器
研
究
の
た
め
に
次
の
分
類
を
提
示
す
る
。

－
a

－
b

2
a

2
b

345

亜
鋭
角
刃
薄
形
掻
器
（
σ
q
¢
ヰ
。
貯
胤
馨
帥
器
8
¢
g
①
ω
①
巳
命
再
毛
富
）

斜
角
刃
薄
形
掻
器
（
α
q
¢
ヰ
。
貯
鷲
暮
即
H
。
け
。
ロ
畠
。
o
げ
認
ρ
器
）

細
部
調
整
量
亜
鋭
角
刃
音
形
掻
器
（
σ
q
鑓
窪
。
貯
覧
暮
雨
器
8
∬
g
①
ω
。
巨
－
昌
歪
讐
¢
。
け
帥
器
8
質
。
冨
（
ω
）
巨
ひ
邑
。
（
ω
）
）

細
部
調
整
縁
斜
角
刃
薄
濁
掻
器
（
α
q
B
簿
。
貯
℃
§
口
器
8
口
臼
Φ
。
裏
信
。
卑
帥
岩
8
8
冨
（
ω
）
舜
畔
巴
φ
（
。
，
）
）

厚
形
掻
器
（
σ
q
雷
穽
。
貯
9
ρ
芭

円
形
掻
器
（
α
q
養
ヰ
。
貯
。
ぎ
巳
巴
屋
）

鋸
歯
縁
掻
器
（
σ
q
影
ヰ
。
騨
α
Φ
口
試
。
巳
ひ
）

　
細
部
調
整
縁
の
認
定
に
は
短
形
細
部
調
整
を
除
外
す
る
。
円
形
掻
器
の
中
に
は
半
円
形
以
上
に
論
調
が
連
続
す
る
も
の
を
含
む
。

刃
、
b
斜
角
刃
の
分
類
は
円
形
掻
器
に
も
適
用
さ
れ
よ
う
（
4
a
、
4
b
）
。

①
　
戸
沢
充
則
の
御
教
示
に
も
よ
っ
て
い
る
。

②
　
U
霞
。
一
－
Ω
o
賛
財
導
　
の
分
類
を
単
に
形
態
学
的
と
言
っ
て
し
ま
う
の
は
問
題
が

　
あ
る
だ
ろ
う
。
次
の
よ
う
な
表
現
を
し
て
お
り
、
技
術
形
態
学
と
機
能
形
態
学
に

　
5
5
す
る
明
確
な
認
識
が
う
か
が
え
る
か
ら
で
あ
る
。
　
「
軍
器
は
骨
や
木
を
削
る
と

　
い
う
、
そ
の
機
能
に
形
態
が
最
も
限
定
的
に
従
属
す
る
石
器
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　
従
っ
て
そ
の
製
作
技
術
が
形
態
、
刃
の
方
向
を
決
定
す
る
。
」
（
い
母
。
学
O
o
鐸
『
ぎ
昌

　
↑
8
①
唱
■
霧
圃
）

　
　
形
態
学
的
分
類
と
技
術
形
態
学
的
分
類
は
異
な
る
場
合
が
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ

　
ら
は
機
能
形
態
学
的
分
類
と
も
異
な
ろ
う
。
技
術
形
態
学
的
研
究
の
結
果
に
よ
っ

　
て
こ
そ
、
相
同
と
相
似
の
概
念
が
確
立
さ
れ
て
く
る
も
の
と
考
え
る
（
山
内
　
　
一

　
九
六
四
年
　
一
五
七
i
｝
五
八
頁
、
佐
原
　
一
九
五
九
年
　
二
頁
参
照
）
。
　
石
器

a
亜
鋭
角

型
式
学
の
主
流
は
技
技
形
態
学
の
立
揚
を
と
る
も
の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
立
場

も
そ
れ
に
他
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
形
態
は
技
術
に
左
右
さ
れ
る
と
と
も
に
、
意
図
さ
れ
た
機
能
の
概
念
に

も
大
き
く
支
配
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
技
術
形
態
学
は
、
機
能
形

態
学
が
議
論
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
人
間
の
行
為
は
よ
り
複
雑
で
技
術

を
誇
る
意
識
と
い
う
か
、
あ
る
い
は
美
意
識
と
で
も
言
う
べ
き
精
神
が
形
態
に
反

映
し
て
い
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
形
態
に
反
映
し
て
い
る
も
の
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
、
わ
れ
わ
れ
は
技
術
形
態

学
と
機
能
形
態
学
の
基
本
的
な
関
係
に
つ
い
て
思
考
を
深
め
て
き
た
。
そ
の
上
、

小
野
山
節
、
下
辺
昭
三
、
加
都
出
比
呂
志
、
中
村
友
博
の
御
教
示
を
も
受
け
た
。
御

激
示
を
受
け
た
点
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
こ
の
重
要
な
主
題
に
関
し
て
は
別
稿
に
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論
を
改
め
た
い
。

③
機
能
を
重
視
す
る
U
霧
9
－
O
o
ロ
島
言
に
あ
っ
て
は
、
削
る
た
め
の
石
器
は
総

　
べ
て
α
⇒
蜀
嘗
。
冒
と
呼
ば
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
技
術
形
態
学
の
立
場
に
立
つ
わ
れ

　
わ
れ
は
、
縁
部
に
の
み
刃
を
持
つ
場
合
は
総
べ
て
遡
器
と
呼
ぶ
。

④
　
訳
語
の
複
雑
さ
の
た
め
、
総
べ
て
の
リ
ス
ト
は
原
語
の
ま
ま
表
に
す
る
。
文
献
を

　
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
あ
る
い
は
細
か
い
紹
介
を
す
る
こ
と
を
予
告
さ
れ
た

　
芹
沢
の
紹
介
を
待
つ
べ
き
で
あ
ろ
う
か
（
ボ
ル
ド
・
芹
沢
・
林
訳
　
一
九
七
一
年

　
二
七
六
頁
）
。
　
た
だ
一
九
七
五
年
以
来
わ
れ
わ
れ
が
発
表
し
つ
つ
あ
る
体
系
と
し

　
て
の
石
器
型
式
学
は
、
そ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
を
断
わ
っ
て
お
く
。

⑤
ピ
ρ
℃
訂
◎
o
の
こ
う
し
た
次
々
の
分
類
故
定
こ
そ
、
そ
の
研
究
法
の
特
色
を
示
し

　
て
い
る
。
確
立
さ
れ
た
研
究
法
に
よ
る
分
析
の
実
践
が
、
そ
の
研
究
法
そ
の
も
の

　
を
う
ち
こ
わ
し
て
い
く
。
そ
し
て
新
た
に
改
定
さ
れ
、
そ
れ
に
差
つ
い
て
次
の
分

　
析
が
実
践
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
こ
こ
に
引
用
し
た
U
p
誉
田
o
o
の
諸
論
文
は
研
究

　
法
を
取
り
扱
っ
た
も
の
の
み
で
あ
る
の
で
、
こ
う
し
た
繰
り
返
し
を
見
る
こ
と
に

　
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
立
場
に
あ
っ
て
は
、
電
子
計
算
機
の
応
用
効
果
は
限

　
定
さ
れ
た
も
の
に
な
る
。

⑥
こ
の
会
合
に
際
し
て
層
位
学
的
型
式
学
の
立
場
を
と
ら
な
い
い
ρ
℃
げ
o
o
は
排

　
除
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
石
器
型
式
学
者
で
は
な
い
い
母
。
㍗
O
o
ロ
目
7
嘗
も
参
加
し

　
て
い
な
い
。

　
　
な
お
こ
の
改
定
リ
ス
ト
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
会
合
趨
後
切
増
中

　
N
韓
。
口
よ
り
御
教
示
を
受
け
、
そ
の
変
え
ら
れ
た
石
器
型
式
の
定
義
に
つ
い
て

　
は
出
席
者
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
α
o
い
爆
ヨ
δ
《
よ
リ
ノ
ー
ト
を
見
せ
て
も
ら
っ

　
た
。
そ
の
後
b
蔭
。
口
く
δ
肖
の
御
好
意
に
よ
り
、
リ
ス
ト
の
コ
ピ
ー
を
手
に
す
る
こ

　
と
が
で
き
た
。

⑦
ω
o
♂
o
匡
が
組
織
し
た
こ
の
会
合
に
は
、
∪
．
》
ま
面
白
器
。
H
叩
頭
℃
し
d
p
『
く
。
ω
。
囲
、

　
ゆ
o
a
①
ρ
ゆ
篇
N
津
o
p
O
o
℃
Φ
δ
画
質
国
。
葺
ω
噛
嵐
。
じ
d
旨
器
《
讐
娼
。
昌
o
r
菊
。
ま
P

　
o
り
O
腎
O
O
α
④
烈
。
っ
基
く
O
江
口
σ
q
層
α
①
ω
9
葺
④
く
厳
Φ
－
b
d
O
乙
⑦
ω
が
出
席
し
た
。
　
一
九
七

　
六
年
に
は
ニ
ー
ス
に
お
い
て
鱗
三
二
園
会
合
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

掻器研究法（山中）

　
V
　
掻
器
の
使
用
法

　
わ
れ
わ
れ
の
定
義
し
た
掻
器
の
使
用
法
を
断
定
す
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
。
刃
部
角
が
六
〇
度
位
（
亜
鋭
角
刃
）
の
薄
形
掻
器
の
場
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

限
っ
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
な
ら
い
貧
○
や
O
o
霞
冨
書
及
び
ω
①
日
魯
。
く
の
定
義
に
も
あ
て
は
ま
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

　
掻
頭
が
使
用
さ
れ
た
対
象
も
断
定
で
き
な
い
。
○
・
鳥
①
鑑
負
議
δ
叶
が
一
九
〇
三
年
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
　
「
宝
器
が
後
期
旧
石
器
時
代

以
後
、
先
史
時
代
人
の
生
活
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
何
の
た
め
に
使
わ
れ
た
か
は
現
代
と
は
全
く
異
っ
た
時
代
の

生
活
条
件
が
異
な
る
た
め
に
断
定
で
き
な
い
。
」
（
O
．
簿
簗
臼
①
夏
霞
讐
｝
高
義
⑩
O
ω
や
ば
8
ω
①
ヨ
曾
。
＜
δ
罐
英
訳
や
。
。
G
。
参
照
）
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

で
あ
る
。
ω
Φ
ヨ
⑦
8
く
の
よ
う
に
皮
革
加
工
に
ほ
ぼ
限
る
考
え
の
他
に
、
骨
や
木
を
削
っ
た
り
切
る
こ
と
も
、
重
器
の
機
能
と
し
て
想
定
さ
れ

て
い
る
（
ゆ
み
N
厳
。
ロ
お
①
り
や
賦
ω
）
。
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掻
器
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
使
用
量
が
観
察
可
能
な
場
合
に
は
判
断
で
き
る
。
ω
①
溝
①
ロ
。
く
は
多
く
掻
器
の
善
部
の

様
態
は
右
肩
下
が
り
（
表
面
か
ら
見
て
）
で
あ
る
こ
と
に
注
汚
し
、
さ
ら
に
そ
の
狸
顔
右
側
に
磨
痕
と
短
い
擦
痕
を
長
軸
平
行
で
観
察
し
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
使
わ
れ
方
を
復
原
し
た
。
素
材
の
厚
さ
、
刃
部
細
部
調
整
の
種
類
に
よ
っ
て
変
異
は
あ
る
が
、
男
面
を
ほ
ぼ
七
五
一
八
○
度
で

物
（
皮
）
に
あ
て
、
右
手
の
栂
指
を
掻
器
の
裏
面
に
あ
て
、
裏
面
を
前
に
進
ま
せ
る
方
向
に
引
い
て
使
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
西
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
掻
器
も
こ
の
右
下
が
り
の
刃
を
も
つ
傾
向
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
ω
①
欝
Φ
ロ
。
く
お
罐
英
訳
℃
や
。
。
『
－
。
。
。
。
）
。

　
加
藤
ら
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
娼
貯
。
Φ
く
①
葺
遺
跡
出
土
の
掻
器
に
も
同
じ
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
（
い
興
。
Ψ
○
。
霞
げ
§
二
塁
み
N
一
　
呂
這
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

℃
・
b
。
。
。
切
）
。
し
か
し
そ
の
資
料
数
は
二
〇
点
余
り
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
O
o
吾
欝
。
遺
跡
で
は
、
分
析
対
象
と
な
り
う
る
二
八
五
点
の
掻
器
に
対
し
磨
痕
と
刃
の
様
態
の
関
連
が
検
討
さ
れ
た
結
果
は
次

の
よ
う
で
あ
る
（
b
d
o
a
Φ
ω
お
刈
。
。
）
。
右
肩
下
が
り
の
も
の
は
三
〇
点
で
、
そ
の
う
ち
一
五
点
が
刃
の
右
側
に
、
一
四
点
は
中
央
に
磨
痕
を
も
っ

た
。
従
っ
て
二
五
五
点
は
右
肩
下
が
り
と
い
え
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
対
称
形
刃
の
も
の
は
コ
ニ
五
点
中
、
二
丁
な
し
が
三
点
、

左
側
に
磨
痕
を
も
つ
も
の
が
九
点
、
中
央
に
も
つ
も
の
八
二
点
、
右
側
に
も
つ
も
の
四
一
点
と
い
っ
た
具
合
で
あ
っ
た
。

　
ω
Φ
ヨ
Φ
8
ぐ
の
言
う
よ
う
に
刃
部
の
様
態
の
み
で
掻
器
の
使
わ
れ
方
を
断
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
磨
痕
を
細
か
く
観
察
し
て
量
基
器
量
研
究

を
蓄
積
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
切
。
巳
Φ
ω
が
見
事
に
指
摘
す
る
よ
う
に
ω
Φ
ヨ
魯
。
〈
の
研
究
法
は
量
基
準
的
な
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
の
蓄
積

に
努
め
る
段
階
で
し
か
な
い
よ
う
で
あ
る
（
平
口
　
一
九
七
一
参
照
）
。

　
切
○
議
Φ
。
。
は
使
用
痕
で
は
な
く
磨
痕
の
み
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
使
用
痕
（
擦
痕
）
を
観
察
し
、
擦
痕
の
方
向
と
刃
の
傾
き
（
様
態
）
の
関

係
を
論
じ
た
研
究
が
加
藤
ら
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
（
加
藤
他
　
一
九
六
九
年
　
六
六
一
六
九
頁
）
。
　
擦
痕
と
刃
の
傾
き
（
様
態
）
は
強
い
結
び

つ
き
が
あ
る
ら
し
い
。
右
下
が
り
と
左
下
が
り
の
二
区
分
で
考
え
た
加
藤
ら
の
測
定
を
、
わ
れ
わ
れ
の
右
下
が
り
、
中
央
（
対
称
形
）
、
　
左
下

が
り
と
い
う
三
区
分
で
考
え
直
し
て
み
て
も
、
や
は
り
ニ
ュ
ア
ン
ス
的
差
異
は
あ
る
に
し
て
も
加
藤
ら
の
主
張
は
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
刃

が
・
石
下
が
り
に
な
る
か
左
下
が
り
に
な
る
か
と
い
う
点
で
、
加
藤
ら
が
分
析
し
た
掻
器
群
は
ω
Φ
日
①
ロ
。
〈
の
指
摘
と
は
逆
に
な
る
こ
と
は
否
め
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掻器研究法（山中）

な
い
。
し
か
し
ω
Φ
旨
窪
○
〈
を
よ
く
読
ん
で
み
る
と
加
藤
ら
が
逆
に
な
る
と
主
張
す
る
点
は
、
実
質
で
は
同
じ
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

加
藤
ら
の
資
料
で
は
擦
痕
が
裏
面
に
あ
る
の
が
多
い
の
に
対
し
、
ω
Φ
導
曾
○
〈
の
分
析
資
料
で
は
多
く
表
面
に
擦
痕
が
つ
い
て
い
た
。
右
側
の

表
面
と
左
側
の
裏
面
と
は
石
器
の
使
用
を
考
え
る
時
同
じ
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
（
切
㌫
N
籏
8
お
お
や
ω
O
）
。
従
っ
て
加
藤
ら
の
資
料
の
場

合
は
石
器
の
動
か
さ
れ
る
方
向
が
ω
①
旨
窪
○
〈
の
も
の
と
逆
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
そ
れ
で
は
指
の
あ
て
方
が
表
、
裏
を
返
し
た
だ
け
で
あ
る
と
結
論
で
き
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
は
簡
単
に
い
か
な
い
。
加
藤
ら
の
場
合
は
刃

先
か
ら
一
～
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
も
の
所
に
擦
痕
が
つ
い
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
非
常
に
浅
い
角
度
で
掻
器
が
物
に
あ
て
ら
れ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ω
①
ヨ
曾
。
く
の
言
う
の
と
は
全
く
異
な
る
。
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
黒
曜
石
の
場
合
、
擦
痕
が

フ
リ
ン
ト
ほ
ど
有
効
に
使
え
な
い
と
G
。
Φ
日
魯
。
＜
が
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
ω
①
日
計
○
く
冨
漣
英
訳
や
。
。
。
。
）
。

　
掻
器
の
使
用
法
を
考
え
る
上
で
は
、
切
。
註
①
ω
が
試
み
て
い
る
よ
う
に
ま
ず
早
態
を
お
さ
え
る
の
が
基
本
的
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
磨
痕
を
ま
ず
第
一
に
、
そ
し
て
使
用
量
を
掻
器
全
体
に
わ
た
っ
て
観
察
し
、
位
置
を
正
確
に
記
録
す
る
こ
と
を
提
唱

し
た
い
。

　
切
。
a
Φ
ω
は
刃
部
以
外
の
部
分
に
も
磨
痕
の
あ
る
掻
器
の
存
在
す
る
こ
と
を
確
か
め
て
い
る
。
縁
部
に
磨
痕
の
あ
る
も
の
は
三
点
と
数
少
な

い
が
、
基
端
部
、
折
面
基
部
に
、
特
に
そ
の
角
に
は
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
着
柄
の
問
題
へ
の
有
力
な
手
が
か
り
で
あ
る
と
と

も
に
、
掻
器
の
複
合
石
器
的
使
用
を
も
考
え
さ
せ
る
根
拠
と
な
り
、
大
切
で
あ
る
。

　
Q
ら
①
目
①
口
。
〈
は
皮
革
作
業
に
関
係
す
る
石
器
を
「
掻
器
」
と
呼
ぼ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
そ
の
中
で
も
皮
か
ら
肉
、
脂

肪
、
筋
を
取
り
除
く
作
業
に
対
し
て
は
鋭
く
広
い
刃
の
掻
器
を
用
い
る
一
方
、
い
わ
ゆ
る
「
な
め
し
の
工
程
」
に
対
し
て
は
に
ぶ
い
刃
の
掻
器

を
用
い
る
と
考
え
て
い
る
（
Q
Q
①
白
曾
。
＜
お
鷲
英
訳
や
。
。
刈
）
。

　
他
に
も
わ
れ
わ
れ
に
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
す
ぐ
れ
た
石
器
の
使
用
法
に
関
す
る
研
究
が
あ
る
。
楠
本
政
助
に
よ
る
石
匙
（
楠
本
は

正
当
な
理
由
を
か
か
げ
て
石
小
刀
と
呼
ぶ
が
、
技
術
形
態
学
の
立
場
に
立
つ
わ
れ
わ
れ
は
石
匙
と
い
う
伝
統
あ
る
名
称
を
使
う
）
の
使
用
法
に
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関
す
る
指
摘
で
あ
る
（
楠
本
　
一
九
七
三
年
　
一
〇
八
－
一
一
〇
頁
、
＝
三
頁
）
。
石
匙
は
動
物
の
解
体
、
皮
の
除
去
に
使
わ
れ
る
他
、
骨
角
器
製

作
に
も
役
に
立
つ
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
刃
の
厚
さ
（
わ
れ
わ
れ
の
考
え
で
は
刃
の
角
度
）
に
よ
っ
て
特
定
作
業
に
対
す
る
有
効
性
が
異

な
る
よ
う
で
あ
る
。
機
能
形
態
学
的
に
は
掻
捨
が
ひ
と
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
；
に
属
さ
な
い
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

①
ヒ
。
δ
学
O
o
質
夢
窪
。
口
は
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
形
態
は
技
術
に
支
配
さ
れ
る
部

　
分
が
あ
る
と
と
も
に
、
機
能
の
意
図
に
も
中
又
況
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
こ
と

　
は
確
々
で
あ
る
。
そ
こ
で
削
る
道
具
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
「
掻
器
」
と
い
う
用

　
語
を
あ
て
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　
　
ま
た
ω
o
ヨ
豊
。
＜
は
皮
革
作
業
に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
使
用
痕
を
も
つ

　
石
器
を
「
掻
器
」
と
呼
ぼ
う
と
し
て
い
る
。
技
術
形
態
学
の
立
揚
が
石
器
型
式
学

　
の
立
揚
で
あ
る
と
考
え
る
わ
れ
わ
れ
と
は
掻
器
の
定
義
が
異
な
っ
て
い
る
わ
け
で

　
あ
る
。

②
　
o
り
。
ヨ
①
昌
。
く
は
皮
輩
作
業
に
用
途
が
甑
、
5
え
ら
れ
る
石
器
に
対
し
、
露
語
で
同
6
－

　
差
Φ
c
。
o
即
。
【
も
⑦
α
o
円
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
だ
（
∩
窪
窪
畠
一
Φ
宅
主
と
し
て
自
で
．

　
H
O
塁
審
①
）
。
英
訳
暑
で
は
①
口
争
零
蜀
℃
臼
と
さ
れ
る
。
Ω
8
0
誹
が
ω
置
？
ω
o
ワ

　
9
b
霞
に
対
応
し
、
o
困
も
a
9
（
が
ω
o
冨
娼
霞
に
あ
た
る
。
注
意
し
て
お
き
た
い
の

　
は
ω
Φ
旨
①
口
。
〈
が
単
に
突
智
q
o
図
と
表
現
し
て
い
る
の
に
英
訳
轡
で
は
。
出
早

　
ω
o
諺
℃
震
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
所
が
あ
り
、
誤
解
し
な
い
よ
う
に
し
た
い

　
（
例
え
ば
∩
。
7
藁
開
国
お
ゆ
曵
。
巷
。
＝
。
。
1
¢
介
。
っ
。
旨
Φ
嵩
。
＜
一
㊤
忠
英
訳
℃
や
。
。
？

　
8
）
。

　
　
ω
o
ヨ
。
コ
。
く
の
用
語
は
あ
く
ま
で
も
機
能
形
態
学
の
用
語
で
あ
る
と
考
え
る
べ

　
き
で
、
技
術
形
態
学
の
英
語
用
語
に
そ
の
ま
ま
対
応
す
る
と
考
え
る
と
問
題
が
あ

　
ろ
う
。
し
か
し
混
乱
の
原
閣
は
ω
o
ヨ
①
豪
く
自
身
に
も
あ
る
。
M
ハ
9
員
。
切
。
箒
。
隅
も
？

　
0
9
ハ
に
対
し
σ
q
遅
々
。
貯
伴
曾
ヨ
ぎ
巴
と
い
う
訳
語
対
応
を
つ
け
て
い
る
か
ら
で
あ

　
る
（
0
。
ン
録
δ
切
お
竃
。
壱
」
O
圃
）
。

　
　
た
だ
こ
の
仏
語
用
語
は
　
九
〇
二
年
、
　
℃
夏
鳶
が
σ
q
鎚
＃
o
マ
。
・
凶
ヨ
覧
。
魯

　
げ
0
9
α
o
堅
強
②
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
使
っ
た
も
の
で
、
そ
の
後
使
用
さ
れ
ず
、

　
と
く
に
技
術
形
態
学
と
し
て
の
石
器
型
式
学
の
用
語
で
は
な
い
　
（
℃
碧
暮
這
O
b
。

　
や
お
）
。

③
℃
ぎ
o
o
〈
o
鼻
遣
跡
3
6
区
の
発
掘
調
査
報
告
書
で
は
、
半
数
が
右
下
が
り
の
刃

　
部
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
切
戸
N
籠
自
は
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
各
々
一
〇
度
の
籍

　
囲
を
中
央
（
対
称
形
）
と
し
、
そ
れ
に
右
下
が
り
、
左
下
が
り
の
三
区
分
で
分
析

　
し
て
い
る
。
対
称
形
が
五
弥
富
を
占
め
、
残
り
の
中
で
は
右
下
が
り
が
左
下
が
り

　
の
二
倍
近
く
あ
る
。

　
　
罰
じ
基
準
で
加
藤
ら
の
計
測
を
分
析
す
る
と
、
吉
田
遺
跡
N
、
S
両
地
点
と
も

　
対
称
形
が
五
～
穴
割
を
占
め
る
。
し
か
し
右
下
が
り
は
左
下
が
り
に
比
べ
て
半
分

　
し
か
な
い
θ
鼠
葺
δ
コ
お
鵡
や
ト
。
メ
加
藤
他
　
一
九
六
九
年
　
六
八
頁
）
。
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W
　
掻
器
研
究
の
た
め
に

　
掻
器
研
究
の
た
め
の
基
礎
的
作
業
を
終
え
る
に
あ
た
り
、

A
　
掻
器
の
器
形
分
類
を
す
る
。

童
画
を
観
察
す
る
時
注
意
す
べ
き
点
を
列
記
し
て
お
き
た
い
。



掻器研究法（山中）

掻
器
の
幅
、
長
さ
、
厚
さ
を
計
測
す
る
。

素
材
の
形
態
を
求
め
る
。

打
面
の
形
態
及
び
バ
ル
ブ
の
発
達
度
を
見
る
。

刃
部
細
部
調
整
を
記
述
す
る
。

刃
の
位
置
、
対
称
性
を
見
る
。

刃
の
様
態
及
び
そ
の
突
出
度
を
見
る
。

刃
の
速
続
性
を
長
さ
で
計
測
す
る
。

刃
部
角
度
を
計
る
。
異
な
っ
た
細
部
調
整
で
刃
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
時
は
各
々
を
求
め
る
。

刃
の
幅
、
刃
の
厚
さ
を
計
測
す
る
。

刃
部
方
向
角
を
計
測
す
る
。

縁
部
、
基
部
の
細
部
調
整
を
位
置
を
求
め
、
記
述
す
る
。
連
続
置
形
の
亜
鋭
角
及
び
斜
角
細
部
調
整
は
そ
の
長
さ
を
計
測
す
る
。

開
き
角
を
計
測
す
る
。

折
薗
の
あ
る
時
は
個
々
に
つ
い
て
折
断
り
方
を
判
断
し
、
位
置
と
と
も
に
記
述
す
る
。

刃
部
の
再
生
を
観
察
す
る
。

器
種
が
え
の
事
実
、
及
び
複
合
の
事
実
を
記
述
す
る
。

基
部
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
時
は
そ
の
様
態
、
作
り
出
し
方
を
記
述
す
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
基
部
厚
（
及
び
幅
）
を
計
測
す
る
。

磨
痕
に
注
意
し
て
、
全
面
的
に
使
用
痕
の
観
察
を
行
う
。

必
要
に
応
じ
て
実
測
す
る
。
二
面
一
断
面
の
実
測
が
望
ま
し
い
。
基
部
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
時
は
二
断
面
の
実
測
を
必
要
と
す
る
。

た
掻
器
刃
部
の
立
面
図
が
必
要
な
時
も
あ
る
。
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図8　掻器研究用カード（上表側，下裏側）
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丁
　
遺
跡
名
、
出
土
層
位
、
遣
物
番
号
、
石
材
名
を
記
述
す
る
。

掻器研究法（山中）

　
お
　
わ
　
り
　
に

　
わ
れ
わ
れ
は
一
本
の
掻
器
を
先
に
か
か
げ
た
二
〇
項
目
に
つ
い
て
観
察
し
、
カ
ー
ド
に

記
述
し
て
い
る
。
　
＝
二
項
凶
に
つ
い
て
観
察
記
述
し
た
荒
屋
遺
跡
出
土
の
彫
器
の
場
合
、

一
本
に
つ
き
平
均
三
〇
分
以
上
の
時
間
を
必
要
と
し
た
。
い
窪
σ
q
賃
δ
－
頃
孚
暮
Φ
遺
跡
出
土

の
彫
器
の
場
合
は
、
一
本
に
つ
き
平
均
二
〇
分
で
あ
っ
た
（
後
者
に
対
し
て
は
実
測
図
を

と
る
数
が
少
な
か
っ
た
）
。

　
掻
器
の
場
合
は
観
察
す
る
項
目
が
彫
器
に
比
べ
て
多
い
の
で
、
そ
れ
よ
り
も
蒔
間
を
多

く
要
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
カ
ー
ド
作
成
の
時
に
で
き
る
だ
け
時
間
を
有
効
に
使
う

た
め
に
は
、
整
理
作
業
中
に
求
め
ら
れ
る
項
目
は
省
略
す
る
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
。
目

下
の
所
、
わ
れ
わ
れ
は
掻
器
分
析
カ
ー
ド
を
前
頁
の
よ
う
に
作
成
し
て
い
る
（
図
8
）
。

　
遺
跡
名
、
出
土
層
位
、
遺
物
番
号
、
石
材
名
、
素
材
の
形
態
、
尉
面
の
形
態
、
バ
ル
ブ

の
発
達
度
を
記
述
し
た
後
、
刃
部
角
度
、
刃
部
厚
、
最
大
厚
、
基
部
厚
を
計
測
す
る
。
そ

し
て
石
器
の
打
面
の
側
を
下
に
、
表
面
が
見
え
る
よ
う
に
石
器
を
置
き
、
ほ
ぼ
四
角
形
と

見
な
し
て
各
角
を
左
下
よ
り
右
ま
わ
り
の
方
向
に
一
、
7
、
1
1
、
1
7
、
2
1
と
順
に
番
号
づ

け
、
そ
の
位
置
を
記
し
て
細
部
調
整
を
記
述
す
る
。
4
は
左
縁
の
中
央
、
9
は
先
端
の
中

央
、
1
4
は
右
縁
の
中
央
、
1
9
は
基
部
の
中
央
を
そ
れ
ぞ
れ
意
味
す
る
。
1
と
2
1
は
同
じ
点

で
左
下
角
の
こ
と
で
あ
る
（
図
9
）
。

9

1
1
．

1工
7

14

144

17
1
2
1 A

1
9

17

9

9　位置決定のための番号のうち方（表面を見ている）

7

1
2
1 ム

ー
9
図

4
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例
え
ば
濡
縁
の
中
央
よ
り
左
上
角
を
切
り
断
っ
て
先
端
中
央
ま
で
細
部
調
整
が
続
く
場
合
は
、
　
「
4
1
9
・
鋭
角
・
出
血
・
連
続
・
凸
形
・

表
細
部
調
整
」
と
い
っ
た
蓑
現
に
な
ろ
う
。
重
複
し
て
細
部
調
整
が
あ
る
時
は
、
同
じ
部
分
に
二
回
の
記
述
が
な
さ
れ
る
が
、
切
り
合
い
関
係

か
ら
先
後
を
判
断
す
る
。

　
石
器
の
様
態
に
関
す
る
資
料
を
整
理
作
業
中
に
得
る
た
め
に
、
少
く
と
も
表
面
の
実
測
図
を
と
る
。
表
面
の
位
置
と
そ
の
残
存
の
有
無
は
三

角
中
黒
（
有
）
、
三
角
中
白
（
無
）
で
示
す
。
剥
離
軸
を
記
録
し
、
刃
部
再
生
及
び
磨
痕
は
矢
印
の
範
囲
で
示
す
こ
と
に
し
て
い
る
（
図
8
）
。

　
わ
れ
わ
れ
は
山
形
大
学
に
お
い
て
掻
器
の
こ
の
よ
う
な
カ
ー
ド
化
を
試
み
た
が
、
一
本
の
掻
器
に
つ
き
三
〇
色
弱
の
時
間
を
必
要
と
し
た
。

も
ち
ろ
ん
整
理
過
程
の
方
が
は
る
か
に
よ
り
多
い
時
間
を
必
要
と
す
る
。

154 （814）

　
謝
　
　
辞

　
こ
の
小
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、
技
術
形
態
学
と
し
て
の
石
器
型
式
学
の
立
場
か
ら
、
パ
リ
X
大
学
目
巴
曾
先
生
の
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

U
竜
罫
。
ρ
》
N
O
q
蔓
両
博
士
か
ら
は
研
究
方
法
論
の
検
討
と
い
う
意
味
で
多
大
な
、
身
に
余
る
御
教
示
を
受
け
た
。
特
に
跨
N
o
q
蔓
博
士
は
そ
の
未
公
刊
の
博

士
論
文
か
ら
の
自
由
な
引
用
を
御
許
可
下
さ
っ
た
。

　
ボ
ル
ド
ー
大
学
切
o
H
α
＄
先
生
は
、
わ
れ
わ
れ
の
求
め
に
快
く
応
じ
ら
れ
、
そ
の
貴
重
な
文
献
（
ゆ
。
巳
①
ω
お
刈
。
。
他
）
を
お
送
り
下
さ
っ
た
。
技
術
形
態
学

（
石
器
型
式
学
）
の
立
場
か
ら
、
将
来
の
研
究
に
対
す
る
展
望
を
指
し
示
す
重
要
な
論
考
で
あ
る
。
諸
先
生
方
に
心
か
ら
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
た
い
。

　
技
術
形
態
学
か
ら
機
能
形
態
学
へ
の
展
望
を
は
ら
み
つ
つ
、
石
器
の
研
究
を
進
め
る
と
い
う
考
え
方
は
、
　
マ
ル
セ
ー
ユ
大
学
q
Φ
い
郎
巳
①
団
先
生
が
非
常
に

御
親
切
に
も
筆
者
を
共
同
研
究
者
の
一
員
に
加
え
て
く
だ
さ
っ
た
時
以
来
、
　
わ
れ
わ
れ
の
考
え
の
中
に
芽
生
え
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
パ
リ
エ
大
学

窪
み
N
筥
○
嵩
先
生
に
は
、
基
礎
的
な
石
器
研
究
法
で
多
大
な
部
分
を
わ
れ
わ
れ
は
負
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
が
カ
ー
ド
を
整
理
す
る
時
用
い
て
い
る
「
周
縁
線
」
、

「
周
縁
図
」
の
考
え
方
は
独
自
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
用
い
る
意
味
に
つ
い
て
、
切
詠
N
旨
。
ご
先
生
は
機
能
形
態
学
の
立
場
よ
り
鋭
い
御
指
摘
を
な
さ
っ
て

下
さ
っ
た
。
両
先
生
に
も
わ
れ
わ
れ
の
深
甚
の
謝
意
を
受
け
取
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
京
都
大
学
に
あ
っ
て
は
、
小
林
行
雄
先
生
に
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
数
少
な
く
語
ら
れ
る
御
言
葉
の
中
に
、
わ
れ
わ
れ
は
実
に
的
確
で
、
方
法
論
的
に
深
い

意
味
を
感
じ
て
き
た
。
さ
ら
に
立
派
な
研
究
を
さ
れ
て
い
る
と
敬
意
を
抱
く
楠
本
政
助
氏
の
存
在
を
御
教
示
下
さ
っ
た
の
も
小
林
先
生
で
あ
る
。

　
ま
た
小
野
山
節
、
都
出
比
鼠
志
両
先
生
に
も
、
方
法
論
に
関
し
て
御
指
導
を
受
け
た
。
中
村
友
博
氏
は
型
式
学
的
研
究
に
関
し
て
色
々
と
お
教
え
下
さ
っ
た
の



み
な
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
の
石
器
型
式
学
体
系
の
最
初
の
論
文
発
馬
に
際
し
て
そ
の
図
の
一
部
を
描
い
て
下
さ
っ
た
（
山
中
　
一
九
七
五
年
　
図
3
）
。

　
そ
れ
ら
の
多
く
の
貴
重
な
御
教
示
を
生
か
し
き
れ
な
か
っ
た
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
力
不
足
の
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
近
く
稿
を
改
め
て
論

ず
る
つ
も
り
で
い
る
。
と
も
か
く
わ
れ
わ
れ
の
お
礼
の
心
を
お
汲
み
取
り
願
い
た
い
。

　
同
じ
意
味
で
は
、
奈
良
大
学
田
辺
昭
三
先
生
、
畏
友
菓
谷
玲
子
氏
に
も
感
謝
申
し
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
明
治
大
学
戸
沢
充
劉
先
生
に
は
こ
れ
ま
た
身
に
余
る
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
山
形
大
学
加
藤
稔
先
生
は
わ
れ
わ
れ
と
の
議
論
に
応
じ
て
下
さ
っ
た
ぽ
か
り
か
、

長
い
間
心
血
を
注
い
で
そ
の
収
集
に
努
め
て
こ
ら
れ
た
貴
重
な
資
料
を
使
わ
せ
て
下
さ
っ
た
。
こ
の
両
先
生
の
存
在
が
な
け
れ
ぼ
、
本
稿
の
意
義
は
半
減
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
有
難
い
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
独
語
の
単
語
の
問
題
に
関
し
て
は
、
独
語
学
の
専
門
家
で
あ
る
関
西
大
学
鯉
川
央
先
生
の
御
教
示
を
受
け
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
最
後
に
一
言
し
て
お
け
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
楠
本
氏
な
ら
び
に
小
松
忙
裡
の
御
研
究
に
触
れ
て
、
居
常
な
激
励
を
受
け
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
「
野
尻
湖
の
発

掘
」
へ
の
参
加
を
す
す
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
今
ま
で
見
事
に
研
究
を
進
め
、
独
自
の
立
場
を
確
立
さ
れ
て
来
ら
れ
た
よ
う
に
思
え
る
小
松
氏
の
御
努

力
に
敬
意
を
抱
い
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
お
誘
い
下
さ
り
方
の
問
題
も
あ
り
、
残
念
な
が
ら
わ
れ
わ
れ
は
参
加
で
き
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
も
つ
「
国
民
の
科

学
」
と
い
う
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
『
野
尻
湖
の
発
掘
、
一
九
六
ニ
ー
一
九
七
三
』
と
い
う
学
術
報
告
書
中
の
圧
巻
は
小
松
論
文
で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
、
同

氏
の
御
研
究
が
今
後
益
々
発
展
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
祈
り
た
い
。

　
な
お
、
小
稿
が
発
表
で
き
た
の
は
、
京
都
大
学
岡
内
三
智
先
生
の
御
助
力
の
た
ま
も
の
で
あ
る
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

掻器研究法（山中）
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　　This　article　aims，　by　examining　the　newspapers，　magazines，　political

pamphlets，　biographies　as　well　as　the　．unknown　sources，　to　investigate

the　circumstance＄　under　which　the　political　power　of　the　arizny　grew

strong　while　that　of　the　political　party　became　weak，　and　the　move－

ments　of　the　royal　court　in・　those　days．

The　Bolsheviks　and　the　Zimmerwald　Movement　：

　　　　　　　　　　　　March－November　1917

　　　　　　　by

Al〈ito　Yamanouchi

　　The　Zimmerwald　movement，　which　had　started　as　the　international

anti－war　socialist　movement　in　September　1915，　newly　developed　with

the　sudden　change　of　international　situation　after　the　Russian　11Vlarch

Revolution．　ln　order　to　study　comprehensively　the　movement　after

1917，　it　is　important　to　investigate　Lenin’s　argument　that　Bolshevil〈s

should　secede　from　the　Zimmerwald　movement　i’mmediately．　．He

thought　that　Zimmerwald　had　become　bankrupt　and　that　in　his　idea　the

Third　lnternational　had　been　founded　by　the　real　internationalists．

But　in　those　days　none　of　Bolsheviks　supported　Lenin’s　argument，　Be－

sides　the　foreign　represeRtative　of　Bolsheviks　in　Stockholm，　who　was

undertaking　alone　the　duties　of　contacts　with　the　internationalists　and

whose　activities　held　the　key　to　the　concentration　of　left－socialists　and

the　foundation　of　the　Third　lnternational，　also　did　not　support　Lenin’s．

Then　the　foreigii　representative　regarded　the　Zimmerwald　movement

as　the　only　possibility　for　the　foundation　of　a　new　lnternational．　lt

implied　the　significance　of　the　movement　in　the　international　1eft－

soclalist　movement　and　the　weak　effect　of　the　foreign　representative，

further，　of　Bolsheviks　on　the　left－socialist　camp．

Note　pour　etudier　les　grattoirs　dans　les　industries

　　　　　　　　　　　　　　du　Sendoki　（Japon）

　　　　　　par

Ichiro　Yamanaka

1’ous　sommes　en　train　d’etablir　1a　typologie　（techno－morphologique）
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pour　6tudier　les　industries　du　Sendoki．　Ce　note　est　le　deuxieme　apr6s

celui　pour　les　burins．

　　Ne　doivent　etre　plac6es　dans　la　categorie　des　grattoirs　que　les　pieces

comportant　le　front　arropdi，　tres　rarement　rectiligne，　qui　6tait　fabriqu6

par　la　retouche　semi－abrupte　ou　oblique　sur　un　（ou　deux）　extr6mit6（s）．

　　D’apres　les　diff6rences　de　retouche　du　front　et　des　bordS，　les　grattoirs

se　placent　dans’les　types　et　les　sub－types．　Dans　les　industries　du

Sendoki　nous　esp6rons　de　trouver　des　grattoirs　des　types　suivants　；　la）

grattoir　plat　b　retouche　semi－abrupte，　lb）　grattoir　plat　5　retouche

oblique，　2a）　grattoir　plat　b　retouche　semi－abrupte　et　b　retouche（s）

lat6rale（s），　2b）　grattoir　plat　b　retouche　oblique　et　a　retouche（s）　lat6－

rale（s），　3）　grattoir　6pais，　4）　grattoir　circulaire，　5）　grattoir　dentlcu16．

　　Il　existe　le　grattoir　（tres）　6pais　b　retouche　sur61ev6e　dans　nos　indu－

stries　et　quelquefois　il　ressemble　a　celui　car6n6．　Mais　parce　que　ce

dernier　terme　a　une　tendance　b　atre　utllis6　comme　le　signe　principal

de　1’aurignacien，　pour　notre　part　nous　1’appelons　simplement　le　grattoir

6pa量S．

　　Bien　qu’il　y　ait　la　possibillt6　d’utliiser　le　bord　de　nuc16us　comme　un

grattoir，　n，　ous　ne　prenons　pas　les　termes　；　rabot　et　grantoir　nuc16iforine．

Car　ii　est　toujours　assez　difficile　cle　definier　ces　deux　types．
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